
JP 5587854 B2 2014.9.10

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃料サプライと、
　情報記憶装置、燃料調整器、および、膜交換部材を含む燃料電池と動作可能に接続され
たコントローラとを有する燃料電池システムであって、
　上記記憶装置は、上記燃料調整器に関する情報および上記燃料電池に関する情報を含む
当該燃料電池システムに関連する情報を含み、上記コントローラは上記情報記憶装置に対
して読み出しおよび書き込みを実行し、
　上記燃料サプライは上記燃料調整器と液体連通しており、上記燃料調整器は上記燃料電
池と液体連通しており、上記燃料サプライに含まれる燃料が上記燃料電池に運ばれて電気
に変換され、さらに、
　上記燃料調整器は調整バルブを含むことを特徴とする燃料電池システム。
【請求項２】
　上記燃料調整器はさらに上記調整バルブと液体連通するポンプを有する請求項１記載の
燃料電池。
【請求項３】
　上記燃料電池が電力供給を行う電子装置がオンとなるときに、上記コントローラは上記
情報記憶装置から読み出しを行ない、上記燃料サプライが上記燃料サプライと互換性があ
るかどうかを確認する請求項１記載の燃料電池システム。
【請求項４】
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　上記コントローラが、
　上記ポンプに対して燃料を上記燃料サプライからポンピングするように命令する処理、
　上記調整器を通じた流速を安定化させる処理、
　上記調整バルブ中の開口のサイズをセットして上記流速を安定化させる処理、
　上記ポンプのレートをセットして上記流速を安定化させる処理、
　上記燃料サプライ中の残留燃料を測定する燃料ゲージから読み出しを行ない、上記残留
燃料の容積を上情報記憶装置に書き込む処理、
　上記燃料調整器を通じて運ばれる燃料の容積を、流速と、上記燃料調整器を通じて燃料
が流れる時間間隔とから確かめる処理、
　上記燃料調整器を通じて運ばれる燃料の容積を用いて上記残留燃料の容積を確かめ、上
記情報記憶装置に書き込む処理、
　流速計から上記流速を読み出す処理、
　上記燃料電池に動作可能に接続された濃度センサから燃料濃度を読み出す処理、または
、
上記燃料調整器を介する流速を変更して上記燃料濃度を予め定められた範囲に維持する処
理のうちの少なくとも１つを実行する請求項１記載の燃料電池システム。
【請求項５】
　さらに混合室部を有し、上記混合室部は、上記燃料調整器を通じて運ばれる燃料と上記
燃料電池の反応により生成される副産物とを含み、上記コントローラは、上記燃料調整器
を通して運ばれる燃料の容積を制御して、上記予め定められた燃料濃度範囲を維持する請
求項１記載の燃料電池システム。
【請求項６】
　上記燃料調整器を通して運ばれる燃料を受け取るように適合化した燃料コンパートメン
トと上記燃料電池の反応により生成された副産物を受け取るように適合化した副産物コン
パートメントとをさらに有し、上記コントローラは、上記燃料コンパートメントおよび上
記副産物コンパートメント空上記燃料電池への燃料および副産物の流速を個別に制御して
上記予め定められた燃料濃度範囲を維持する請求項１記載の燃料電池システム。
【請求項７】
　イオン燃料フィルタをさらに有する請求項１記載の燃料電池システム。
【請求項８】
　上記コントローラが読み出し可能なイオンセンサをさらに有する請求項１記載の燃料電
池システム。
【請求項９】
　上記調整バルブは、燃料の流速または圧力が予め定められたレベルを下回るときに不浸
透表面から離間して配置される柔らかな微孔性膜を有し、上記燃料は、上記膜の穴および
上記不浸透表面の少なくとも１つの開口を介して運ばれる請求項１記載の燃料電池システ
ム。
【請求項１０】
　燃料の上記速度または圧力が上記予め定められたレベルを超えると、上記柔らかな微孔
性膜が変形して上記膜の少なくとも一部が上記不浸透表面と接触する請求項９記載の燃料
電池システム。
【請求項１１】
　上記不浸透表面はその表面に流れ溝を規定し、上記流れ溝が上記不浸透表面の上記少な
くとも１つの開口と液体連通である請求項１０記載の燃料電池システム。
【請求項１２】
　上記流れ溝は、複数の放射状の足部、または複数の連結された同心円、または上記流れ
溝は内側に向かった螺旋チャンネルを有する請求項１１記載の燃料電池システム。
【請求項１３】
　上記少なくとも１つの開口の下流側にフィラーまたは保持材料が配置される請求項１０
記載の燃料電池システム。
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【請求項１４】
　上記調整バルブは、上記調整バルブの出口に配置されたシールをさらに有し、燃料が上
記調整バルブを介して運べるようになる前に、上記シールを開けるようにする請求項１０
記載の燃料電池システム。
【請求項１５】
　上記燃料電池により制止された電気をバッテリに再充電する請求項１記載の燃料電池シ
ステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、一般に、燃料を種々の燃料電池システムに関し、また、具体的には、燃料
電池を使用する燃料電池システムに関し、さらに具体的には、この発明は、このようなシ
ステムに情報記憶装置を一体化させることに関する。
【背景技術】
【０００２】
　燃料電池は、直接すなわち、反応物質、すなわち燃料および酸素の化学エネルギを直流
（ＤＣ）電気に直接変換する装置である。多くの漸増している用途において、燃料電池は
、化石燃焼などの従来の発電よりも効率的であり、リチウムイオンバッテリーなどの携帯
型蓄電池より効率的である。
【０００３】
　一般に、燃料電池技術はアルカリ燃料電池、高分子電解質燃料電池、りん酸燃料電池、
溶融炭酸塩燃料電池および固体酸化物燃料電池等の、様々な異なった燃料電池を含む。今
日の、より重要な燃料電池は３つの一般的なカテゴリに分割することができる。すなわち
、圧縮水素（Ｈ２）を燃料として利用したもの；燃料としての水素に改質されるメタノー
ル（ＣＨ３ＯＨ）、水素化ホウ素ナトリウム（ＮａＢＨ４）、炭化水素（例えばブタン）
又は他の燃料を使用する陽子交換膜（ＰＥＭ）の燃料電池；および直接メタノール（ＣＨ

３ＯＨ）燃料を使用するＰＥＭ燃料電池（「ダイレクトメタノール燃料電池」すなわちＤ
ＭＦＣ）である。圧縮された水素は一般に、高い圧力の下で保たれ、そのため、扱いが難
しい。その上、大きい貯蔵タンクが通常必要で、消費者向け電子製品用に十分小さくする
ことができない。通常の改質燃料電池は、燃料を水素に変換して燃料電池中で酸化剤と反
応させるために、改質材が必要であり、また他の気化および補助システムを必要とする。
近年の技術進歩により、改室材または改室燃料電池は消費者向け電子製品に有望である。
ＤＭＦＣでは、メタノールが直接に燃料電池中で酸素と反応し、このＤＭＦＣは、最も簡
単で可能性としては最も小さくなる燃料電池であり、消費者向け電子製品用の電力供給に
最も有望である。
【０００４】
　比較的供給が大きなアプリケーションでは、ＤＭＦＣは、酸化剤、典型的には空気か酸
素を陰極電極に供給するためのファンかコンプレッサーと、水／メタノール混合物を陽極
電極へ供給するポンプと、膜電極アセンブリ（ＭＥＡ）とを典型的に具備する。ＭＥＡは
、典型的には、陰極、ＰＥＭおよび陽極を含む。動作中、水／メタノール燃料の混合液体
が直接に陽極に供給され、酸化剤が陰極に供給される。各電極での化学電気反応と燃料電
池に関する総合的な反応は以下の通り記述される：
【０００５】
　　　陽極での反応：
　　　ＣＨ３ＯＨ　＋　Ｈ２Ｏ　→　ＣＯ２　＋　６Ｈ＋　＋　６ｅ－

　　　陰極での反応：
　　　Ｏ２　＋　４Ｈ＋　＋　４ｅ－　→　２Ｈ２Ｏ
　　　全体の燃料電池反応：
　　　ＣＨ３ＯＨ　＋　１。５Ｏ２　→　ＣＯ２　＋　２Ｈ２Ｏ
【０００６】
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　ＰＥＭを通る水素イオン（Ｈ＋）が陽極から陰極を通り抜けてマイグレーションするた
めに、また、自由電子（ｅ－）がＰＥＭを通り抜けられないため、電子は外部回路を通っ
て流れなければならず、外部回路を通して電流を生じさせる。この外部回路は、モバイル
すなわちセル電話、計算機、パーソナルデジタツアシスタンツ、ラップトップコンピュー
タ、電力ツールなどの有益な消費者向けの電子製品であってよい。ＤＭＦＣは、特許文献
１および特許文献２に開示されており、詳細はこれらに記載のとおりである。一般に、Ｐ
ＥＭはＮａｆｉｏｎ（商標）などの高分子から作られており、ＤｕＰｏｎｔから入手可能
であり、厚さが約０．０５ｍｍ～約０．５０ｍｍの範囲のペルフルオ化合物材料、その他
である。陽極は、典型的には、白金ルテニウムなどの触媒の薄層によってサポートされた
テフロン（Ｔｅｆｌｏｎｉｚｅｄ。商標）のカーボン紙から製造される。陰極は、典型的
には、白金粒子が膜の一面に接着されるガス拡散電極である。
【０００７】
　水素化ホウ素ナトリウム改質燃料電池の燃料反応は以下のようなものである：
　　　ＮａＢＨ４（液体）＋２Ｈ２Ｏ→（加熱または触媒）→４（Ｈ２）＋（ＮａＢＯ２

）（液体）
　　　Ｈ２→２Ｈ＋＋２ｅ－（陽極で）
　　　２（２Ｈ＋＋２ｅ－）＋Ｏ２→２Ｈ２Ｏ（陰極で）
適切な触媒は白金およびルテニウム、その他である。水素化ホウ素ナトリウムを改質して
生成された水素燃料は燃料電池中で、酸化剤例えばＯ２と反応させられ、電気（すなわち
電子の流れ）および水の副産物を生成する。ホウ酸ナトリウム（ＮａＢＯ２）の副産物も
改質プロセスで生成される。水素化ホウ素ナトリウム燃料電池は特許文献３に検討されて
おり、参照してここに組み入れる。
【０００８】
　特許の文献は、電子メモリ部品を含む消費物質のコンテナを多く開示している。特許文
献４は、リードオンリーメモリ、プログラマブルリードオンリーメモリ、電子的に消去可
能なプログラマブルリードオンリーメモリ、非揮発性ランダムアクセスメモリ、揮発性ラ
ンダムアクセスメモリ、または、その他のタイプの電子メモリを含む種々のコンテナを開
示している。これら電子メモリ装置は、コンテナ用の符号化されたリサイクル、改装、お
よび／または再充填命令を、コンテナの利用記録に加えて、保持するのに用いることがで
きる。コンテナはプリンタ用の液体インクまたは粉末トナーを含んでも良い。代替的には
、コンテナは燃料電池を含んでも良い。
【０００９】
　特許文献５および特許文献６はホスト装置と情報記憶装置付きの燃料電池装置とを含む
システムを開示している。ホスト装置は、例えば、燃料電池スタックと交換可能燃料カー
トリッジにより電力供給されるＰＤＡである。燃料カートリッジは情報記憶装置を有し、
これは非揮発性のシリアルＥＥＰＲＯＭメモリチップである。チップに記憶されるデータ
は燃料管理データ、安全情報およびマーケットおよび製造情報に関連するもので良い。初
期燃料レベルは書き込み保護でき、現在の燃料レベルは減少可能データフィールドに規定
される。
【００１０】
　特許文献７は、メモリ装置、コントローラおよび通信インタフェースを具備する水素カ
ットリッジを開示している。特許文献８は、バーコードが印刷された他の水素カートリッ
ジを開示している。バーコードはカートリッジの識別情報を含んでいる。特許文献９は、
各セルにバーコードを印刷したユニット燃料セルを開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】米国特許第５９９２００８号
【特許文献２】米国特許第５９４５２３１号
【特許文献３】米国公開特許出願２００３／００８２４２７
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【特許文献４】米国公開特許出願２００２／０１５４８１５
【特許文献５】米国公開特許出願２００３／００８２４１６
【特許文献６】米国公開特許出願２００３／００８２４２６
【特許文献７】日本特許公開公報２００３－０４９９９６
【特許文献８】日本特許公開公報２００２－１６１９９７
【特許文献９】国際公開ＷＯ０３／０１２９０２
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　この発明は、燃料電池用の燃料サプライであって、当該サプライに含まれている燃料に
関する情報またはメモリを記憶する能力を有するものに向けられている。
【００１３】
　この発明は、また、燃料電池用の燃料サプライであって、これが供給を行う燃料電池、
および／または、上記燃料電池が電力供給する電子装置に関連情報を通信する能力を有す
るものに向けられている。
【００１４】
　この発明は、さらに、燃料電池用の燃料サプライであって、燃料電池、および／または
、上記燃料電池が電力供給する電子装置から、関連情報を受け取って記憶する能力を有す
るものに向けられている。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　一実施例においては、この発明は、燃料を含む外側ケーシングと、このケーシングによ
り支持されている情報記憶装置とを有する、燃料電池用の燃料サプライに向けられている
。情報記憶装置に記憶されているデータは、暗号化され、暗号化データを復号可能なコン
トローラにより読み出し可能になっている。データは対称キー手法により暗号化され、暗
号化データは同様の手法により復号できる。代替的には、データは公開鍵手法により暗号
化され、同様の手法により復号される。
【００１６】
　他の実施例においては、この発明は、燃料を含む外側ケーシングと、このケーシングに
より支持されている情報記憶装置とを有する、燃料電池用の燃料サプライに向けられてい
る。情報記憶装置は、現行イオンレベル、カートリッジの振動耐性、反模倣情報、知的所
有権情報、セキュリティパスワード、有効期限、シャットダウン手続、ホットスワット手
続、燃料ゲージタイプ、および流体センサ情報からなる一群の情報から選択されたデータ
を記憶する。記憶された情報はコントローラにより読み出し可能である。
【００１７】
　他の実施例においては、この発明は、燃料電池に関連付けられた情報記憶装置に向けら
れており、情報記憶装置は、ホットスワップ手続用の情報を含む。この情報記憶装置は燃
料サプライ、燃料電池または燃料電池が給電する電子装置に配置できる。ホットスワップ
手続は、トリガーのイベントが発生したときに予め定められたシーケンスに従って、コン
トローラが電子装置用の代替電力現に切り替え、ポンプに指令して燃料電池へポンピング
を行ないシャットダウンを実行するためのインストラクションを含む。
【００１８】
　トリガーのイベントは、電子装置が動作しているときに、燃料電池用の燃料を含む燃料
サプライを取り外すことである。代替的な電力源は、バッテリまたは燃料電池の燃料を含
む予備の燃料室である。コントローラは代替的な電力源を利用して情報記憶装置に情報を
書き込むことができる。予め定められたシーケンスは、代替的な電力源を用いてポンプを
駆動して、燃料電池と当該燃料電池用の燃料を含む燃料サプライとの間のインタフェース
にある燃料をポンピングにより排出するステップを有する。
【００１９】
　他の実施例において、この発明は、この発明は、また、第１の情報記憶装置に結合して



(6) JP 5587854 B2 2014.9.10

10

20

30

40

50

動作するコントローラ、燃料調整器、および膜交換部材を具備する燃料電池を有する燃料
電池システムに向けられている。第１の情報記憶装置は燃料サプライに設けられ燃料サプ
ライに関連する情報を含み、コントローラは情報記憶装置に対して読み出し、書き込みを
行える。燃料サプライは燃料調整器と液体連通しており、これは少なくとも調整バルブを
有し、この燃料調整器は燃料電池と液体連通しており、燃料サプライに保持されている燃
料を燃料電池に転送可能であり、これにより、電気へと変換が行われる。
【００２０】
　燃料サプライの内部圧力は環境圧力より大きいものでもよい。燃料調整器は、調整バル
ブと液体連通するポンプを具備してもよい。
【００２１】
　燃料電池が給電する電子装置がオンしたときに、コントローラは第１の情報記憶装置か
ら読み出しを行ない、燃料サプライが燃料電池と互換性があるかどうか確認する。このの
ち、コントローラはポンプに指示を与えて燃料サプライから燃料をポンピングして取り出
す。コントローラは、調整バルブの開口のサイズを設定して調整器を通る流れの速度を調
整することにより、調整器を通る流れの速度を調整することができる。流れの速度を多孔
質材料、例えばフィラー、発泡体、および膜（例えばＤｕＰｏｎｔ社のＮｏｍｅｘ（商標
））により制御しても良い。
【００２２】
　燃料電池システムは燃料調整器に関連して第２の情報記憶装置を含んでも良い。第２の
情報記憶装置は、燃料調整器に関する情報を含み、コントローラはこの第２の情報記憶装
置に対して読み出し、書き込みを行える。
【００２３】
　コントローラは、燃料サプライ中の残留燃料を測定する燃料ゲージを読み取ることによ
り、残留燃料を決定でき、残留燃料体積を少なくとも１つの情報記憶装置に書き込む。コ
ントローラは、燃料調整器を介して転送される燃料の体積を求めることにより残留燃料を
決定しても良い。この計算では、燃料調整器を介して燃料が流れる流れの速度と時間とを
用いる。
【００２４】
　コントローラは、燃料電池に結合して動作する濃度センサから燃料の濃度を読み出し、
燃料調整器を介する流れの速度を変更して燃料密度を予め定めた範囲内に維持することに
より、燃料電池の燃料濃度を制御できる。燃料電池システムは、さらに、燃料調整器を介
して転送された燃料と、燃料電池の反応により生成された反応副産物とを貯蔵する混合室
部を有してもよい。コントローラは、燃料調整器を介して転送された燃料の体積を制御す
ることにより、所定の燃料密度範囲を維持する。混合室部は、個別に燃料コンパートメン
トおよび副産物コンパートメントを有しても良く、コントローラは、各コンパートメント
から燃料電池への流れの速度を個々に調整して予め定められた燃料密度範囲を維持する。
燃料コンパートメントおよび副産物コンパートメントは同一の混合室部に含まれても良い
し、相互に離ればなれに配置しても良い。
【００２５】
　燃料電池システムは、燃料電池に関連して第３の情報記憶装置を具備しても良い。第３
の情報記憶装置は、燃料電池に関連する情報を含み、コントローラは第３の情報記憶装置
に対して読み出し、書き込みを行える。
【００２６】
　燃料電池システムはさらにイオン燃料フィルタおよびイオンセンサを具備しても良く、
フィルタは燃料サプライに配して良く、イオンセンサはコントローラにより読み出し可能
である。コントローラは、燃料サプライの第１の情報記憶装置にイオンレベルを書き込む
ことができ、燃料サプライのイオンレベルが許容できないものになるとコントローラは燃
料を使用しなくなる。
【００２７】
　一実施例においては、調整バルブは、不浸透面から離れて配置された柔らかな細孔性膜
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を有し、燃料はこの膜の穴および不浸透面の開口を介して転送される。燃料の流れの速度
が予め定められた速度を上回るときには、柔らかな細孔性膜が引っ張られて膜の少なくと
も一部が不浸透面と接触する。
【００２８】
　他の実施例では、燃料電池により生成された電気がバッテリを再充電する。充電された
バッテリはスタンドアローンのバッテリでもよいし、電子装置またはカートリッジの内部
に配置されても良い。
【００２９】
　他の実施例では、燃料サプライはそれ自体の情報記憶装置を具備する再充填装置により
再充填されても良い。
【００３０】
　さらに、情報記憶装置に記憶されているデータは、書き込み保護データおよび更新書き
込み可能なデータを含んでもよく、これは燃料、燃料サプライ、燃料サプライを駆動する
ソフトウェア、燃料電池、および燃料電池が給電する電子装置に関するものである。記憶
されたデータは燃料サプライ、燃料電池および電子装置に関連するハードウェアおよびフ
ァームウェア例えばゲージに関するものでも良い。
【００３１】
　情報記憶装置は電子的に消去可能なプログラマブルリードオンリーメモリ、その他の電
子記憶装置でよい。コントローラは燃料電池または燃料電池が給電する電子装置の内部に
配置することができる。コントローラは、電気的接続またはワイヤ接続により情報記憶装
置に接続される。コントローラは、情報記憶装置に記憶されているデータにアクセスする
のに必要とされるセキュリティ識別パスワードを具備してもよい。
【００３２】
　添付図面は明細書の一部を形成し、明細書との関連において理解されるべきであり、種
々の図において類似の参照番号は類似の部分を示すために用いられる。添付図面は以下の
通りである。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】燃料カートリッジを、情報記憶装置、ポンプ、およびＭＥＡとともに具備し電子
装置を給電する燃料電池システムの模式図である。
【図２】燃料カートリッジを、各々情報記憶装置を具備する多数の室部、ポンプ、および
情報記憶装置付きの再充填装置とともに具備する燃料電池システムの模式図である。
【図３】燃料カートリッジを、情報記憶装置、ポンプ、およびＭＥＡとともに具備し電子
装置を給電する燃料電池システムの模式図である。
【図４】この発明の他の燃料電池システムの模式図である。
【図５】この発明の他の燃料電池システムの模式図である。
【図６】この発明に従う調整バルブの２つの実施例の一部断面図である。
【図７Ａ】この発明に従う調整バルブの他の実施例の一部断面図である。
【図７Ｂ】この発明に従う調整バルブの他の実施例の一部断面図である。
【図７Ｃ】この発明に従う調整バルブの他の実施例の一部断面図である。
【図７Ｄ】この発明に従う調整バルブの他の実施例の一部断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　添付図面に例示され、以下で詳細に説明されるように、この発明は、メタノールと水、
メタノール／水混合液、濃度が変化するメタノール／水混合液または純粋なメタノールな
どの燃料電池用の燃料を格納する燃料サプライ（燃料供給装置）に向けられている。メタ
ノールは多くのタイプの燃料電池、例えば、ＤＭＦＣ、酵素（ｅｎｚｙｍｅ）燃料電池、
改質燃料電池、その他に使用できる。燃料サプライは他のタイプの燃料電池の燃料、例え
ば、エタノールまたはアルコール、水素に改質できる化学物質、または、燃料電池の性能
や効率を改善することができる他の化学物質を含んでも良い。燃料は、またｈ、水酸化カ
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リウム（ＫＯＨ）電解質を含んでも良く、これは金属燃料電池またはアルカリ燃料電池と
ともに用いることができ、燃料サプライに貯蔵することができる。金属燃料電池に対して
は、燃料はＫＯＨ電解質反応溶液に浸漬された液体担持亜鉛の形態をしており、電池空洞
中の陽極は亜鉛粒子からなる粒状陽極である。ＫＯＨ電解質溶液は、「１または複数の負
荷に電力供給するように構成された燃料電池システムの使用方法」という題名で２００３
年４月２４日に公開された米国公開特許出願２００３／００７７４９３に開示されており
、参照してここに組みこむ。燃料は、また、メタノール、過酸化水素、および硫酸の混合
物を含み、これはシリコンチップ状に形成された触媒を通過して流れ燃料電池反応を生成
する。燃料は、また、液体水素化ホウ素ナトリウム（ＮａＢＨ４）および水を含み、これ
は上述のとおりである。燃料はさらに炭化水素燃料を含み、炭化水素燃料は、これに限定
されないが、ブタン、灯油、アルコール、および天然ガスを含み、これは、「液体ヘテロ
インタフェース燃料電池デバイス」という題名で、２００３年５月２２日に公開された米
国公開特許出願２００３／００９６１５０に開示されており、参照してここに組みこむ。
燃料は、また、燃料と反応する液体酸化物を含む。したがって、この発明は、サプライ中
に含有される、任意のタイプの燃料、電解質溶液、酸化物溶液または液体に制約されない
。ここで使用される用語「燃料」は、燃料電池または燃料サプライ中で反応することがで
きるすべての燃料を含み、また、上述の適切な燃料、電解質溶液、酸化物溶液、液体、お
よび／または化学物質ならびにこれらの混合物のすべてを含むが、これに限定されない。
【００３５】
　ここで使用される用語「燃料サプライ」は、これに限定されないが、使い捨てカートリ
ッジ、再充填可能／再使用可能カートリッジ、電子製品内に配置されるカートリッジ、電
子製品の外部に配置されるカートリッジ、燃料タンク、燃料再充填タンク、燃料を貯蔵す
る他のコンテナ、および、燃料タンク、コンテナ、燃料電離又は燃料電池が電力供給する
電子製品に結合された管材を含む。カートリッジはこの発明の例示的な実施例との関連で
以下に説明されるが、これら実施例は他の燃料サプライにも適用可能であり、この発明は
燃料サプライのいかなる特定のタイプにも限定されないことに留意されたい。
【００３６】
　この発明の燃料サプライは、燃料電池で使用されない燃料を貯蔵するのに使用しても良
い。これらの用途は、これに限定されないが、シリコンチップ上に構築されたマイクロガ
スタービン用の炭化水素および水素燃料を貯蔵することであり、”Ｈｅｒｅ　Ｃｏｍｅ　
ｔｈｅ　Ｍｉｃｒｏｅｎｇｉｎｅｓ”、Ｔｈｅ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉａｌ　Ｐｈｙｓｉｃｉ
ｓｔ（２００１年１２月／２００２年１月）、ｐｐ．２０－２５に検討されている。他の
用途は、内燃機関エンジン用の伝統的な燃料や、ポケットおよび実用ライター用の炭化水
素例えばブタンおよび液体プロパンを貯蔵することである。
【００３７】
　この発明に一側面によれば、燃料サプライは、使用中の燃料内容物を含む燃料内容物、
燃料の量、燃料タイプ、反模倣情報、時間経過に基づく失効日、製造情報のような情報を
蓄え、また、サービス長、再充填回数および使用に基づく期限日のような情報を受け取る
ことができる。関連情報のより完璧なリストは以下に列挙される。
【００３８】
　適切な情報記憶装置は、これに限定されないが、ランダムアクセスモモリ（ＲＡＭ）、
リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）、プログラマブルリードオンリーメモリ（ＰＲＯＭ）、
消去可能プログラマブルリードオンリーメモリ（ＥＰＲＯＭ）、電子的に消去可能なプロ
グラマブルリードオンリーメモリ（ＥＥＰＲＯＭ）、フラッシュメモリ、電子的に読み出
し可能な要素（例えば抵抗、容量、インダクタ、ダイオード、およびトランジスタ）、オ
プションとして読み出し可能な要素（バーコード）、磁気的に読み出し可能な要素（例え
ば（時期ストライプ）、集積回路（ＩＣチップ）、およびプログラマブルロジックアレイ
（ＰＬＡ）、その他である。好ましい情報記憶装置はＰＬＡおよびＥＥＰＲＯＭであり、
この発明はここではＥＥＰＲＯＭに関連して説明される。しかしながら、この発明はいず
れの具体的な情報記憶装置にタイプに限定されないことに留意されたい。
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【００３９】
　典型的には、情報は二進システムのゼロ（０）および１として蓄えられる。これら二進
デジットのグループが８進デジット（３つの二進デジットから成るグループ）または１６
進デジット（４つの二進デジットからなるグループ）を形成する。１６進数は情報記憶装
置の読み出しに便利であるので広く用いられる。
【００４０】
　ＥＥＰＲＯＭは、ユーザが変更可能なリードオンリーメモリであり、これは、他のプロ
グラミング手段で同一のピンに通常の電子的書き込み電圧より大きな電圧を印可して、そ
の有効寿命の間、繰り返し、消去および更新書き込みまたは再プログラム可能である。Ｅ
ＥＰＲＯＭは更新のために燃料サプライから取り外す必要がない。ＥＥＰＲＯＭの所定部
分は書き込み保護可能であり、すなわち、当初書き込まれた情報が保存され、書き込み電
圧から防護され、他方、ＥＥＰＲＯＭの他の部分は繰り返し再書き込み可能であるという
、利点がある。さらに、ＥＥＰＲＯＭは、他のＲＯＭと同様に、メモリすなわちそこに蓄
えられているデータを維持するために電力を必要としない。したがって、電気装置を電源
オンしたときに、電気装置はＥＥＰＲＯＭに蓄えられている情報に依拠してそのプログラ
ムを開始し実行させることができる。ＥＥＰＲＯＭを消去し再書き込みするには、コント
ローラがＥＥＰＲＯＭの特定の位置に予め定めた電圧を印可し新たな情報を記憶させる。
【００４１】
　ＥＥＰＲＯＭは、他のＲＯＭと同様に広く商業的に入手可能である。適切なＥＥＰＲＯ
Ｍはカリフォルニア州、サンノゼのＳｙｐｒｅｓｓ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ社、お
よび、カリフォルニア州、サンノゼのＡｌｔｅｒａ社、および、アリゾナ州、チャンドラ
ーのＭｉｃｒｏｃｈｉｐ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ社から入手できる。
【００４２】
　情報記憶装置に蓄えるべき関連情報は、防護可能な情報および再書き込み可能な情報で
ある。防護可能な情報は、消去不可能なものであり、これに限定されないが、以下のもの
である。
（１）カートリッジのタイプ
（２）カートリッジが製造された日
（３）カートリッジのロット番号
（４）製造時にカートリッジに付与された連続識別番号
（５）情報記憶装置が製造された日
（６）情報記憶装置のロット番号
（７）情報記憶装置に付与された連続識別番号
（８）カートリッジおよび／または記憶装置用の機械識別番号
（９）カートリッジおよび／または記憶装置が製造されたシフト（すなわち一日のうちの
時間）
（１０）カートリッジおよび／または記憶装置が製造された国
（１１）カートリッジおよび／または記憶装置が製造された工場を識別するためのファシ
リティコード
（１２）これに限定されないが温度、圧力、振動耐性、その他の動作限界
（１３）製造に用いた材料
（１４）反模倣情報
（１５）燃料情報、例えば、化学組成、濃度、容量、その他
（１６）知的所有権情報、例えば特許番号および登録商標
（１７）安全情報
（１８）セキュリティパスワードまたは識別子
（１９）製造日に基づく有効期限日
（２０）シャットダウンシーケンス
（２１）ホットスワップ手順
（２２）リサイクル情報
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（２３）反応物質情報
（２４）燃料ゲージタイプ、および
（２５）流体センサ情報
【００４３】
　再書き込み可能な情報は、これに限定されないが、以下を含む。
（１）現在の燃料レベルおよび／または現在の燃料中のイオンレベル
（２）カートリッジを電気装置および／またはＭＥＡから取り出し／分離した回数、すな
わちカートリッジを再充填した回数
（３）カートリッジを電気装置および／またはＭＥＡから取り出し／分離したときの燃料
レベル
（４）カートリッジを電気装置および／またはＭＥＡに装着／結合した回数、
（５）カートリッジを電気装置および／またはＭＥＡに装着／結合したときの燃料レベル
（６）電力消費のレート、具体的な電子装置の許容・棄却を含む現在の動作状態
（７）保守状態、および、将来のカートリッジ設計のためのマーケティング情報
（８）トリガーとなったイベント
（９）実際の使用に基づく有効期限日
（１０）システムの効率
（１１）燃料電池システムの動作履歴、例えば、選択された時間間隔（例えば開始期間、
シャットダウン期間または周期的な期間）における温度および圧力、および
（１２）電子装置の動作履歴、例えば、カートリッジあたりのデジタルピクチャーの数、
動力工具の最大トルク、セルラー電話の通話時間および待機時間、ＰＤＡ用のカートリッ
ジごとのアドレス参照数等
【００４４】
　添付の図に示し、以下に詳述するように、この発明は、負荷１１に電力供給する燃料電
池すなわち燃料電池システム１０に向けられている。負荷１１は典型的には、燃料電池１
０が給電する電子装置である。図１を参照すると、燃料電池１０の第１の実施例は、燃料
カートリッジ１２、ポンプ１４およびＭＥＡ１６を有している。ＭＥＡは典型的には電解
質層すなわち陽子交換膜（ＰＥＭ）を有し、このＭＥＡは典型的には２つのバイポーラ板
の間に配される。代替的な実施例では、ＭＥＡ１６をハウジング１７から取り外し可能に
して修理、改装、または交換を行えるようにしてもよい。負荷すなわち電子装置１１は任
意の消費者向け電子装置の外部回路および関連機構である。図において、便宜上、電子装
置１１は燃料電池１０の内部に示されている。ただし、典型的には、燃料電池１０は電子
装置１１内に含まれる。電子装置は、例えば、携帯型すなわちセルラー電話、計算機、電
力工具、園芸工具、パーソナルデジタルアシスタント、デジタルカメラ、ラップトップコ
ンピュータ、コンピュータゲームシステム、携帯型音楽システム（ＭＰ３またはＣＤプレ
ーヤ）、グローバルポジショニングシステム、およびキャンプ器具、その他であってよい
。ＭＥＡ１６により生成された自由電子（ｅ）は電子装置１１を介して流れる。この実施
例では、ハウジング１７が、電子装置１１、その電子回路、ポンプ１４およびＭＥＡを保
持し、包囲し、防護する。好ましくは消費者／末端ユーザが燃料カートリッジ１２を容易
にハウジング１７内の室部から取り外せるように、ハウジング１７が構成される。
【００４５】
　コントローラ１８は好ましくはハウジング１７の内部に設けられ電子装置１１、カート
リッジ１２、ポンプ１４およびＭＥＡ１６、その他の部品の機能を制御する。好ましくは
、ハウジングは少なくとも１つのオプションのバッテリ１９を保持し、これが、ＭＥＡが
動作しないとき、またはシステム初期化の間、燃料電池１０の種々の部品および電子装置
１１に電力供給を行う。代替的には、オプションのバッテリ１９は、カートリッジ１２が
空のとき、または燃料電池／ＭＥＡがオフのときに、コントローラ１８に電力供給する。
オプションのバッテリ１９はソーラパネルに置換してもよいし一緒に用いても良い。
【００４６】
　さらに図１を参照すると、燃料カートリッジ１２は外側シェルすなわち外側ケーシング
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２１およびノズル２２を有する。外側ケーシング２１は情報記憶装置２３を保持する。ノ
ズル２２は遮断バルブ２４（破線で示す）を収容し、これがカートリッジに蓄えられてい
る燃料と液体連通される。そして、遮断バルブ２４はポンプ１４に結合される。
【００４７】
　カートリッジ１２は内側ライナーまたはブラダーを伴って、または伴うことなく、生成
されても良い。ライナーおよび関連部品を伴わないカートリッジは、本出願人の出願に係
る２００３年１月３１日出願の米国特許出願第１０／３５６７９３の「燃料電池用の燃料
カートリッジ」に開示されている。’７９３出願の内容は参照してここに組み入れる。内
側ライナーまたはブラダーを伴うカートリッジは、本出願人の出願に係る２００３年７月
２９日出願の米国特許出願第１０／６２９００４の「柔らかいライナーを有する燃料カー
トリッジ」に開示されている。’００４出願の内容も参照してここに組み入れる。
【００４８】
　適切な遮断バルブ２４は、本出願人の出願に係る２００３年７月２９日出願の米国特許
出願第１０／６２９００６の「結合バルブを有する燃料カートリッジ」に十分に開示され
ている。この特許出願の内容も参照してここに組み入れる。適切なポンプ１４は’７９３
出願、’００４出願および’００６出願に十分に開示されている。好ましいポンプはピエ
ゾ電気ポンプである。適切なピエゾ電気ポンプは、バージニア州のニューポートニューズ
のＰＡＲ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ、ＬＬＣから入手できるようなものである。ピエゾ
電気ポンプは、可動備品を伴わず、軽量、小型、頑丈、静粛および高効率である。これら
ポンプの励起電圧は約５０Ｖより大きなものであり、例えば、約１５ミリアンペアから約
１３０ミリアンペアの大さの電流を約２．２Ｖ（直流）から約１２Ｖ（直流）の入力電圧
で引き込む。ピエゾ電気ポンプの流速は、約０から約５ｐｓｉの範囲の圧力かで、約１０
ｍｌ／時から約９００ｍｌ／時である。ポンプの大きさは約０．５平方インチから約１．
５平方インチであり、約０．５インチ未満の厚さである。ピエゾ電気ポンプは、燃料電池
および燃料カートリッジに用いられる燃料と相性がよい材料から構築されても良い。これ
らポンプは広範囲に動作して寿命も長い。
【００４９】
　この実施例では、ポンプ１４はカートリッジ１２の外部に有りハウジング１７内に防護
されている。この結果、カートリッジ１２をハウジング１７から取り外すときに、ポンプ
１４はハウジング１７内に残る。この結果、カートリッジが廉価となり、使い捨てにでき
る。代替的には、ポンプ１４をカートリッジ１２と結合しても良い。ポンプ１４を省略し
てもよいし、カートリッジ１２を圧縮して燃料がカートリッジ１２から燃料電池へといく
ように駆動しても良い。
【００５０】
　情報記憶装置２３はカートリッジ上のどこに配置しても良く、例えば、外側ケーシング
２１の外部表面の上面、底面、または側面に配置しても良い。代替的には、装置２３をカ
ートリッジの内部に配置しても良い。例えば、カートリッジが’００４特許出願に開示さ
れるような「開放構造」を採用する場合には、装置は外側ケーシングの内側表面に配置さ
れても良い。
【００５１】
　情報記憶装置２３は、好ましくは、電気記憶装置、例えば、先に上述したＥＥＰＲＯＭ
メモリッチップである。好ましくは、情報記憶装置２３は一般に「陶器材料」からなる基
板（図示しない）と、集積回路メモリチップ（図示しない）と、エッチングまたはプリン
トされた電気回路またはコンタクト（図示しない）の層およびストリップとからなる。集
積回路チップ（図示しない）を幅数のピン例えば外部電気コネクタを用いて基板（図示し
ない）に接続することができる。
【００５２】
　情報記憶装置２３はコントローラ１８に外部コネクタ２５を介して接続される。外部コ
ネクタ２５はコントローラ１８とリンク２６を介して電気的に接続される。カートリッジ
をハウジング１７に装着すると、情報記憶装置２３の電気コンタクトがリンク２７ａで示
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すように外部コネクタ２５と接続される。代替的には、接続は、情報記憶装置２３とコン
トローラ１８との間の電気信号の伝送を行えるワイヤレスシステムである。適切なワイヤ
レスシステムはＢｌｕｅ　Ｔｏｏｔｈ技術、無線周波数、赤外線等である。
【００５３】
　情報記憶装置２３のメモリサイズは任意でよい。メモリサイズは記憶が必要なデータの
量により決まる。適切なメモリサイズは典型的には約１２８バイトから約５１２Ｋバイト
の範囲である。１Ｍバイト以上のメモリサイズも商業的に入手可能であり、この発明でも
利用できる。情報記憶装置２３の寸法については、それが燃料カートリッジにフィットす
るかぎり、何等制約がない。
【００５４】
　情報記憶装置２３は好ましくは部分２３ａおよび２３ｂを有する。部分２３ａは製造業
者により事前にプログラムまたは設定され読み出し専用（書き込み防護または防護可能）
のデータを含み、これについては上述のとおりである。コントローラ１８は情報記憶装置
２３の部分２３ａ中のデータを読み出すことができる。しかし、コントローラ１８は部分
２３ａ中の読み出し専用データを修正したり、消去したりすることはできない。部分２３
ｂは製造業者によりプログラムまたは設定され再書き込み可能データを含み、これについ
ては上述のとおりである。コントローラ１８は部分２３ｂ中のデータを読み出し、かつ書
き込み／消去できる。部分２３ａおよび２３ｂは、当業者に知られている通常の電気ワイ
ヤまたはプリント回路基板等、または上述したワイヤレス接続により、リンク２７ａに接
続される。
【００５５】
　図２は燃料電池１１０の代替的な実施例を示す。燃料電池１１０において、再充填可能
カートリッジ１１２、ポンプ１４およびコントローラ１８は先に説明した部品と類似であ
る。ただし、カートリッジ１１２の出口２２がさらに再充填バルブ１３０を有するという
点で異なる。再充填バルブ１３０は上述の’７９３特許出願、および、本出願人の出願に
係る同日出願の米国特許出願の「燃料コンテナを充填するための方法および装置」（１０
／７２５２６４）に開示されている。この出願の内容を参照してここに組み入れる。
【００５６】
　燃料電池１１０はさらに再充填装置１３２を有し、これは補充的な燃料を保持する燃料
サプライであり、カートリッジ１１２はこれから再充填を受ける。再充填装置１３２は遮
断バルブ１４２（破線で示す）付きの出口１４０を有する。遮断バルブ１４２は遮断バル
ブ２４に結合できる構造になっている。遮断バルブ２４および１４２は’００６特許出願
で検討された二要素バルブを構成しても良い。再充填装置１３２は情報記憶装置１４４を
含んでも良い。情報記憶装置１４４は読み出し専用および再書き込み可能部分１４４ａお
よび１４４ｂを有して良く、これらは情報記憶装置２３と類似である。この実施例では、
ハウジング１１７は再充填装置１３２およびポンプ１４を保持する。好ましくは消費者／
末端ユーザが燃料カートリッジ１１２をハウジング１１７の室部から容易に取り外し、切
断できるように、当該ハウジング１１７を構成する。
【００５７】
　コントローラ１１８は好ましくは電子装置または燃料電池の内部、例えばパーソナルコ
ンピュータ１４６の内部に実装される。コントローラ１１８はカートリッジ１１２、ポン
プ１４および再充填装置１３２の機能部を制御する。代替的には、ハウジング１１７がコ
ントローラ１１８を含んでも良い。情報記憶装置２３はライン２７ａを介してコントロー
ラ１１８と動作的に関連する。コントローラ１１８はライン２７ｂを介してポンプ１４と
関連して動作し、ライン１２７ｃを介して情報記憶装置１４４と関連して動作する。ライ
ン２７ａ、２７ｂおよび１２７ｃは好ましくは関連装置の間で一方向または双方向通信を
実現し、電気コンタクトまたはコネクタおよび外部コンタクトを含み、これら当業者に知
られている。ライン２７ａ、２７ｂおよび１２７ｃは上述のとおりワイヤレス伝送システ
ムに置き換えても良い。
【００５８】
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　ポンプ１４はカートリッジ１１２または再充填装置１３２と結合可能であり、またこれ
ら部品の双方と分離可能である。ポンプ１４は、その位置および構造と関係なく、別の情
報記憶装置を有し、これは以下に検討する。ポンプをカートリッジまたは再充填装置と一
体化したときに、代替的に、ポンプの情報を情報記憶装置２３または１４４に記憶しても
良い。
【００５９】
　コントローラ１８または１１８は、カートリッジの再充填の間、または負荷／電子装置
１１の動作の間、防護可能な情報にアクセスできるようにし、電子装置１１の効率のよい
動作を保証できるようにしてもよい。例えば、カートリッジの装着時にカートリッジ情報
にアクセスできるようにし、コントローラ１８が、カートリッジ１２が電子装置１１とコ
ンパチブルかどうかを検査できる。カートリッジがコンパチブルであれば、電子装置は通
常に動作を継続できる。カートリッジがコンパチブルでなければ、コントローラ１８また
は１１８は視覚的または聴覚的な合図を発生させ、また自動的に動作を禁止しても良い。
【００６０】
　コントローラによりアクセス可能な、他の有益な防護可能な情報は、振動耐性、すなわ
ち情報記憶装置２３が耐えうる振動の範囲である。振動体制は約２０Ｋｈｚから約４０Ｈ
ｚの範囲であってよい。動作時、電子装置は、部品の振動により引き起こされる背景作用
を受けるかもしれない。この村道は情報記憶装置が耐え得る範囲のものでなければならな
い。コントローラは、電子装置に引き起こされた実際の振動やそのピークを情報記憶装置
に記憶させても良く、この情報は、設計者がカートリッジ、燃料電池または電子装置のデ
バッグや問題解決を行う際に利用できる。
【００６１】
　情報記憶装置２３に記憶される製造情報は、燃料カートリッジの性能を解析したり、回
対象、または失効したカートリッジを特定したり、また適切な燃料カートリッジが電子装
置に１１に結合されているかを確かめるために、コントローラにより用いられる。かーと
りッ時の容積も記憶されアクセスされる。
【００６２】
　アクセス可能な安全情報は、例えば、カートリッジが航空機内での使用に適しているか
どうかというようなものである。電子装置は、当該電子装置の特定のキーストロークが駆
動され、あるいは所定の時点、例えば電源オンのときに、任意の安全情報を中継するメッ
セージを表示してもよい。さらに、残留燃料が予め定められた低燃料閾値を下回ったとき
に、電子装置が「低燃料」というメッセージを表示し、また、燃料を無駄にしないように
ターンオフしてもよい。さらに、そのようなメッセージが表示されたときにコントローラ
はユーザが燃料を注文するのを支援し（カートリッジ供給者へのインターネット接続を活
性化する）、また再注文情報をユーザに提供する。
【００６３】
　この発明の実施例の他の側面によれば、情報記憶装置は読取専用すなわち防護可能なポ
ンプ情報、例えば（１）ポンプ１４のタイプ、（２）ポンプ１４の製造日、（３）ポンプ
１４のロット番号、（４）製造時にポンプ１４に割り当てられた連続識別番号、（５）ポ
ンプ１４の製造国、（６）ポンプ１４を製造した工場を特定する施設コード、および、（
７）ポンプ速度を記憶できる。このような情報は情報記憶装置２３またはポンプ自体の情
報記憶装置に記憶できる。
【００６４】
　上に列挙された第１から第６のデータは、種々の製造施設の品質や製造上の課題の問題
解決を決定するのに使用できる。ポンプ速度は可変ポンプ速度かもしれないが、コントロ
ーラ１８または１１８はポンプ速度を、ポンプの動作時間および現在の得燃料レベルとと
もに利用して、使用済みの燃料の量、カートリッジに残っている燃料の量、カートリッジ
を再充填するまでの残り時間を決めることができる。代替的には、ポンプが使用する電圧
、電流、電力／エネルギを用いてポンプがポンピングする燃料の量を確かめることができ
る。燃料の体積は流速により決定されるので、燃料の体積をカートリッジの方位と無関係



(14) JP 5587854 B2 2014.9.10

10

20

30

40

50

に決定でき、また、燃料に接触させその中に沈められたセンサを伴うことなく、決定でき
る。現在の燃料の量が新たな位置に記憶され前の燃料の量が書き換えられないように、情
報記憶装置２３をプログラムして、燃料の消費を永久的なレコードとして残しても良い。
代替的には、コントローラは燃料ゲージから残留燃料を決定してこの情報を情報記憶装置
２３に書き込んでも良い。コントローラが電子的に読み出すことができる燃料ゲージは、
本出願人の出願に係る同日出願の米国特許出願（１０／７２５２３６）の「燃料カートリ
ッジ用の燃料ゲージ」に開示されている。この出願の内容を参照してここに組み入れる。
【００６５】
　他の防護可能なカートリッジ情報は（１）カートリッジ１２の使用期限満了日、（２）
セキュリティ識別パスワード、（３）遮断シーケンス、および（４）安全なホットスワッ
プ動作用のコンピュータコード言語である。
【００６６】
　カートリッジ１２の使用期限満了日はカートリッジの製造日に基づいて良い。代替的に
は、カートリッジの使用期限満了日をカートリッジの実際の使用または再充填の回数から
求めても良い。カートリッジ１２の使用期限満了日をどのように設定するかと関係なく、
コントローラ１８または１１８は使用期限満了日をアクセスしまたは更新する。使用期限
満了日が経過したならば、コントローラはカートリッジの使用を禁止しても良い。これに
加えて、またはオプションとして、電子装置および／または再充填装置がユーザに対して
、カートリッジが消尽したことを示す視覚的なまたは聴覚的な合図で警告しても良い。視
覚的な合図の例は電子装置またはＰＣ１４６のスクリーン上のメッセージである。
【００６７】
　セキュリティ識別パスワードはアルファベット文字または１６進デジットのシーケンス
であってよい。コントローラ１８または１１８は、セキュリティ識別パスワードを少なく
とも１つの予め定められた確認パスワードと照合してカートリッジ１２が模倣品かどうか
を決定できる。セキュリティ識別パスワードが確認パスワードと一致すれば、電子装置１
１および／または再充填装置１３２は通常に動作する。セキュリティ識別パスワードが確
認パスワードと一致しなければ、適切なコントローラがカートリッジ１２の使用を禁止で
きる。確認パスワードは電子装置、またはコントローラに記憶することができる。これに
加えて、またはオプションとして、コントローラ１８または１１８は、ユーザに対して、
カートリッジが受容できないこと、および受容できない理由を示す視覚的なまたは聴覚的
な合図で警告しても良い。視覚的な合図の例は、電子装置がコンピュータまたはＰＤＡの
場合に、電子装置のスクリーン上のメッセージである。
【００６８】
　電子装置、燃料電池装置および／または再充填装置がオフされたときに、燃料を出口２
２からポンピングして排除し、カートリッジが取り出される場合に対処するように、情報
記憶装置をプログラムしてもよい。この結果、カートリッジ１２が取り出されたときに燃
料が出口近辺に存在しない。さらに、情報記憶装置２３はホットスワップ手順を含んでも
良い。ホットスワップ手順は、電子装置１１がオンでありながらカートリッジ１２がハウ
ジング１７または１１７から取り外されたときに実行される。カートリッジ１２を取り外
すためにユーザは典型的には電子装置、燃料電池装置および／または再充填装置の取り外
しボタン（図示しない）を操作する。電子装置、燃料電池装置および／または再充填装置
が動作しているときにこの取り外しボタンが操作されると、この発明の他の側面に従って
、コントローラが情報記憶装置２３、１４４に記憶されてよいホットスワップ手順を実行
する。
【００６９】
　例えば、情報記憶装置２３はバーブ・セマフォー「ｌｏｃｋ」およびセマフォー「ｕｎ
ｌｏｃｋ」または他の適切なフラグを伴うコンピュータコード言語を含んでも良い。セマ
フォー「ｌｏｃｋ」は、共有リソースがたのルーチンによりすでに使用されているときに
はルーチンが進めないことを示すために用いるフラグである。ホットスワップによりトリ
ガーされたセマフォー「ｌｏｃｋ」のバーブまたは他のフラグは、電源が依然としてオン
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のときに取り外しボタンが操作されたときに開始される。コントローラ１８または１１８
がこのフラグに遭遇すると、コントローラは燃料電池またはＭＥＡまたは再充填装置１３
２、ポンプ１４およびカートリッジ１２と通信する。カートリッジ１２が取り外されよう
としており、他の電力源例えばバッテリ、混合室部または他の内部燃料室部に保持される
予備燃料、その他に切り替えることを、燃料電池またはＭＥＡ１６または再充填装置１３
２に通知する。ポンプ１４は、遮断サイクルに移行するように通知を受け、このサイクル
が、ポンプ１４を取り外しボタン駆動後数秒の間だけ動作させてバルブ２４のインタフェ
ースに残っている燃料の量を減少させる。取り外し時、電力は所定の回路に供給され続け
、燃料レベル、セキュリティ関連、取り外し回数に関する情報を情報記憶装置２３に書き
込みでき、または記憶されている遮断シーケンスに関する情報がアクセスできるようにな
っている。これによって、ホットスワップ動作において、カートリッジを電子装置および
／または再充填装置から取り外す処理を改善できる。遮断サイクルが終了すると、セマフ
ォー「ｕｎｌｏｃｋ」のバーブまたは他のフラグがセットされコントローラ１８または１
１８がカートリッジ２３（１２）の電子装置、燃料電池装置および／または再充填装置か
らの取り外しを許容する。セマフォー状態および他のフラグを用いてシステムが不用意に
ロックしたり電力オフしたりした場合に、自動的にデータバックアップを行うようにして
も良い。
【００７０】
　製造業者が財産的と考える読み出し専用データの任意の部分は暗号化して他の製造業者
がデータを読み出して、代用品を競合させる等の目的で当該データを使用できないように
してもよい。適切な暗号化方法は、これに限定されないが、対称鍵暗号および公開鍵暗号
である。
【００７１】
　対称鍵暗号では、電子装置は秘密鍵またはコードを保持し、これを用いて暗号化情報を
復号する。秘密鍵またはコードは、受容され、予め選択された燃料電池に対して設計され
た電子装置に予めインストールしておく。そして、燃料サプライの情報記憶装置は暗号化
され、電子装置がその秘密鍵を用いてその情報を復号できる。
【００７２】
　公開鍵暗号では、秘密鍵は電子装置にプリインストールされ、この鍵を互換性のある燃
料サプライに公開する。燃料サプライの情報記憶装置に記憶された情報は対称鍵で暗号化
され、対称鍵がこの公開鍵で暗号化される。情報記憶装置に記憶されている情報を復号す
るには、電子同値が秘密鍵を用いて対称鍵を復号し、この対称鍵を用いて情報を復号する
。適切な公開鍵／秘密鍵暗号はＰｒｅｔｔｙ　Ｇｏｏｄ　Ｐｒｉｖａｃｙ（ＰＧＰ）ソフ
トウェアから入手可能である。
【００７３】
　この発明は上述の防護可能または読み出し専用の製造、燃料、ポンプおよび動作の情報
に限定されず、これらの範疇の情報の任意の１つまたは組み合わせをこの発明に利用でき
る。さらに、これら範疇の情報において、上述の例示のデータの１つまたは組み合わせを
用いても良い。先に検討した読取専用データのうちのいくつかまたはすべてを再充填装置
１３２（図２に示す）とともに用いる情報記憶装置１４４において用いても良い。
【００７４】
　この発明の他の側面によれば、再書き込み可能な情報を情報記憶装置の部分２３ｂに記
憶しても良く、これは、例えば、現在の動作、マーケティング、保守、および他のトリガ
ー情報である。現在動作の情報は、具体的な電子装置に関する電力消費および／または受
容・棄却データである。
【００７５】
　マーケティングおよび保守の情報は、将来のカートリッジ、燃料電池または電子装置の
設計に役立てることができる。このデータは、コントローラ１８により追加的に情報記憶
装置に書き込みんでもよく、また、この情報は、予め定められたイベント例えば低レベル
閾値になってことに応じて電子装置用の情報記憶装置に書き込んでもよい。例えば、燃料
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電池またはカートリッジに関する情報は、電子装置がターンオンされた回数やどのくらい
長くオンされていたかを示すようなものである。この情報を用いて燃料電池の能力および
／または低燃料閾値を評価できる。マーケティング情報の他の例は特別な種類の電子装置
が使用された回数である。
【００７６】
　保守情報は、故障モードすなわちライン故障に先立ってインストールされたカートリッ
ジの個数である。他の有益な情報は燃料電池の効率および性能である。カートリッジがリ
サイクルのために戻されたときに、このデータを用いて設計者は部品を改善でき消費者の
使用パターンを把握できる。
【００７７】
　トリガー情報は、コントローラが読み出してコントローラ１８が種々の機能を実行する
ように促す、情報記憶装置２３上のデータであってよい。電子装置がオンされ、初期化さ
れたのちでは、トリガー情報は通常の電子装置の動作の着手前にアクセスされるデータで
あってよい。例えば貯蔵されている燃料のレベルに従って、電子装置１１または燃料電池
の電力消費を減少・増大させ、または、メッセージを表示できるようにしてもよい。トリ
ガー情報は、通常の電子装置の動作の着手後にアクセスされるデータを含んでも良く、こ
れは、例えば、新たな／関連製品やサービスのお知らせ、ソフトウェア／ハードウェアの
アップグレードまたは他の関連する製品／マーケット情報、将来のトリガーに関する指示
、燃料カートリッジ注文情報、または電子装置や燃料電池に関係のない広告またはマーケ
ティング情報を表示するデータである。
【００７８】
　他の再書き込み可能な情報は、策に検討した、燃料ゲージから取得して電子的に読取可
能な燃料ゲージ情報や、以下に検討する、イオンゲージから主臆される読取可能なイオン
レベルや、その他である。この発明は上述の再書き込み可能な燃料および動作情報に限定
されず、上述のカテゴリの情報の任意の１つまたは組み合わせをこの発明で使用できる。
さらに、これらカテゴリの情報の範囲で、先に列挙した例示のデータの任意の１つまたは
組み合わせを用いても良い。先に検討した読取専用データのうちのいくつかまたはすべて
を再充填装置１３２（図２に示す）とともに用いる情報記憶装置１４４において用いても
良い。
【００７９】
　図３は燃料電池２１０の代替的な実施例を示している。燃料電池２１０においては、ポ
ンプ１４およびコントローラ１８は先に説明した部品と類似である。ただし、外部コネク
タ２５がライン２２７ｂを有する。カートリッジ２１２は外側ケーシング２２１を有し、
これが第１の室部２２２および第２の室部２２３を規定する。第１および第２の室部はそ
れぞれ第１および第２の燃料を含む。これらは同一であっても良く、異なって特性例えば
濃度を有しても良い。第１および第２の室部は、それぞれ異なる第１および第２の燃料を
含んでも良い。第１及び第２の室部は燃料および水をそれぞれ含んでも良い。第１及び第
２の室部は燃料およびＭＥＡ１６からの副産物をそれぞれ含んでも良い。カートリッジ２
１２は好ましくは単一の情報記憶装置を有するが、情報記憶装置２３に類似した２つの情
報記憶装置１２３および１２３’を有しても良い。第２の情報記憶装置１２３’はコント
ローラ１８にライン２２７ｂを介して接続される。この結果、コントローラ１８は室部２
２２および２２３の液体を選択して電子装置１１の動作を最適化できる。室部２２２およ
び２２３はカートリッジの壁部によって形成しても良いし、’７９３特許出願および’０
０４特許出願でそれぞれ検討したような内部ライナーまたはブラダーにより形成しても良
い。電池２１０は、さらに、室部２２３および２２２の出口２２および２２’にそれぞれ
液体連通した混合室部２５０を有して燃料を混合する。適切な混合室部は’７９３特許出
願で検討されている。
【００８０】
　図４はこの発明の他の実施例を示しており、この図で、情報記憶装置を、ダイレクトメ
タノール燃料電池、燃料カートリッジおよび燃料電池が給電する電子装置の制御および操



(17) JP 5587854 B2 2014.9.10

10

20

30

40

50

作に用いる。図４は２組の接続線を含む。第１の組の接続線は燃料すなわち敵対および気
体を含み、その矢印は流れの方向を示す。第２の組の接続線は電気の線を含み、交差位置
の黒丸は電気接続点を示す。この実施例はダイレクトエタノール燃料電池に関連して説明
されるが、この実施例は任意の燃料電池に適切であることに留意されたい。
【００８１】
　カートリッジ１２、１１２、２１２は燃料電池１０に結合され、この燃料電池が電子装
置１１に電力を供給する。電子装置１１は典型的には燃料電池よりも大きく、通常燃料電
池を収容する。図４において、電子装置１１は模式的に燃料電池１０を包囲するように示
す。これはまた破線で描かれるブロックによっても表されており、ＭＥＡ１６によって生
成される電流により電力供給を受ける。
【００８２】
　流体回路に関連して、上述のように、燃料カートリッジはバルブ２４に接続され、これ
は好ましくは二要素バルブである。バルブ要素２４ａはカートリッジに接触しバルブ要素
２４ｂはポンプ１４に結合される。各バルブ要素は燃料カートリッジが燃料電池から分離
するときにシールを形成できる。二要素バルブは’００６特許出願に十分に開示されてい
る。燃料電池１０の内部において、バルブ要素２４ｂは直接にポンプ１４と結合し、燃料
カートリッジが取り外されたときにポンプ１４のためにシールを実現する。さらに、バル
ブ要素２４ｂは他の部品に結合されても良い。ポンプ１４はバルブ２５２に接続され、こ
れが流れ調整器として動作し、ポンプ１４およびバルブ２５２を介した流速が流速計２５
４例えばベンチュリ計または他の電子流速計、または混合室部内の濃度計で測定できる。
燃料はつぎに混合室部２５０にポンピングされる。混合室部２５０から燃料／水混合物が
直接ＭＥＡ１６へとポンピングされて電気を生成し電子装置１１に対して電力を供給する
。液体および気体の副産物例えば水および二酸化炭素は、ポンピングされ、または二酸化
炭素からの圧力により流されて、副産物室部２５６へと送られる。水の副産物はさらに混
合室部２５０に戻される。混合室部２５０は、逃がしバルブ２５８を有して気体の副産物
を燃料電池の外部に排出する。逃がしバルブは’００４特許出願に開示されたポペット型
のバルブとしてよい。液体の副産物は混合室部２５０で燃料と混合されて最適な燃料濃度
を実現する。燃料濃度は燃料濃度センサ２６０で測定され、このセンサは米国特許出願公
開２００３／０１３１６６３および同２００３／０１３４１６２および米国特許第６２５
４７４８号および同第６３０６２８５号に開示されている。これらの内容は参照してここ
に組み入れる。
【００８３】
　加圧燃料サプライを用いるときには、ポンプ１４は省略しても良い。この実施例では、
調整バルブ２５２が燃料のＭＥＡ１６への流れを調整する。調整バルブ２５２は予め定め
られた径で開くことができる可変オリフィスを有して流れを調整しても良い。代替的には
、図６（ａ）～（ｄ）に示すように、調整バルブ２５２は、柔らかな細孔性膜２８０と不
浸透表面２８２を実質的に相互に離間して配置した制御装置を有しても良い。図６（ａ）
～（ｄ）に示す膜２８０と不浸透表面２８２との間の間隔はよく分かるように誇張してい
る。調整バルブ２５２において、このギャップは非常に小さいものである。燃料は柔らか
い膜２８０の細孔および不浸透表面２８２中の少なくとも１つの開口２８４を介して流れ
ることができる。燃料の流れが予め定められたレベルを下回っていると、燃料は通常柔ら
かな細孔膜を介して流れ、柔らかな膜は変形するが、不浸透表面からは依然として実質的
に離間されたままであり、これを図６（ａ）および（ｃ）に示す。燃料の流れが予め定め
られたレベルを越えると、柔らかな膜の圧力により膜が十分に変形して不浸透表面に接触
し、不浸透表面異接触している範囲では細孔を介して燃料がもはや流れなくなり、これを
図６（ｂ）および（ｄ）に示す。以下に検討するように、柔らかな細孔性膜の変形は、こ
れに限定されないが、伸長および曲げである。柔らかな膜に対する圧力が大きくなると、
より多くの細孔が不浸透表面と接触して燃料の流れに利用できる膜の面積が減少して、流
れが制約される。同様の調整バルブは米国特許第４４９６３０９号および同第４５６０３
４５号に開示されている。これら２つの特許の内容は参照してここに組み入れる。
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【００８４】
　図６（ａ）および（ｂ）に示されるように、細孔性膜２８０はバルブ本体の側壁に固定
的に取り付けられている。ストップ２８８および２９０は膜２８０を固定の位置に保持す
る。燃料の流れが大きくなると、膜は変形して実質的に平坦な不浸透表面２８２に接触す
るまで移動する。膜の不浸透表面への接触が少なければ少ないほど、流れが大きくなる。
複数の流れチャンネル２８４を設けても良いし、その計を異ならせても良い。さらに不浸
透表面２８２に予め定めた粗さを付与して、粗くなればなるほどよりシールを少なくして
大きな流れとなるようにしてもよい。さらにフィラーまたは保持材料２８６を流れチャン
ネル２８４の下流に配置して燃料の流れをさらに調節しても良い。細孔性膜をフィラーと
して用いて、燃料が不用意に開放されたときに、かなりの量の放出が行われないようにし
ても良い。代替的には、不浸透表面２８２は図６（ｃ）および（ｄ）に示すように円錐状
のプロフィールを持つようにしてもよいし、球形のプロフィールまたは他のプロフィール
を持つようにしても良い。
【００８５】
　調整バルブ２５２の代替的な実施例を図７Ａ～７Ｄ（（ａ）～（ｍ））に示す。図７Ａ
（ａ）および（ｂ）に示すように、調整バルブ２５２も、不浸透表面から離間して配置さ
れた細孔性膜２８０を有している。ストップ２８８および２９０膜をこの固定位置に維持
する。少なくとも１つの流れチャンネル２８４が不浸透表面２８２の下流に配され燃料が
バルブを通るようにする。他足部状の溝すなわちスター２８５が不浸透表面がエッチング
または他の手法で形成され、これがチャンネル２８４と流体連通され、これを図７Ａ（ｃ
）に示す。細孔性膜２８０を通過して流れる燃料は溝２８５で集めされて、その後、流れ
チャンネル２８４に到達する。図７Ａ（ｂ）に示すように、流速すなわち圧力が閾値レベ
ルを上回ると、膜２８０が変形して不浸透表面２８２と接触するようになり、膜２８０の
うち流れ溝２８５と対向する部分、すなわち、不浸透表面２８２に接触していない部分の
みが開放状態となり燃料を流す。
【００８６】
　流れ溝２８５の径Ｄまたは表面面積を変更して流速を制御しても良く、これは図７Ａ（
ｄ）～図７Ｄ（ｍ）に破線で示される。図７Ａ（ｄ）に示すように、径を小さくして流れ
を制約する。図６（ａ）～（ｄ）に示される実施例と同様に、不浸透表面は凹んでいても
よく、また図７Ｂ（ｅ）～（ｆ）に示すように凸部でも良く、または凹部と凸部の双方で
もよく、これを図７Ｂ（ｇ）に示す。不浸透表面２８２は平坦でない表面でもよく、これ
を図７Ｂ（ｈ）に示す。調整バルブの構造に依存して、膜２８０および不浸透表面２８２
の間の開放ゾーンを設け、流れ溝２８５と液体連通にして燃料が流れるようにしても良い
。これを図７Ｂ（ｆ）に示す。
【００８７】
　図７Ｃ（ｉ）を参照すると、調整バルブ２５２はシール２９２を有しても良く、これは
エラストマーからなるブロックであって良く、流れチャンネル２８４の出口をシールする
。燃料が調整バルブ２５２を転送できるようにするためには、シール２９２を流れチャン
ネル２８４から取り外す必要がある。フィラーまたは保持材料２８６は調整バルブ２５２
の上流および下流のいずれにも配置でき、これは図７Ｃ（ｊ）および（ｋ）にそれぞれ示
すとおりである。代替的には、図７Ｄ（ｌ）に示すように、シール２９２を、フィラー、
吸収材料または保持材料２８６の内部に配置してもよい。さらに、図７Ｄ（ｍ）に示すよ
うに、可動体２９６の周囲に配されたＯリング２９４によってシールを実現してもよい。
Ｏリング２９４および調整バルブ２５２の側壁２９８の間にｊシールが実現される。フィ
ラー、吸収材料または保持材料２８６をバルブ２５２および可動体２９６の間に配置して
もよい。ここで検討し説明したフィラー、吸収材料または保持材料２８６を、’００６特
許出願で検討したような遮断バルブとともに使用してもよく、当該特許出願の内容は参照
してここに組み入れる。
【００８８】
　流れ溝２８５は６つの足部を有するものとして説明したが、足部の数は何本でもよい。
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さらに、流れ溝２８５は非線形の足部または連結された複数の円、または内側方向の螺旋
ラインでもよい。この発明は流れ溝のいずれの特定の構造に限定されるものではない。
【００８９】
　再度、図４を参照すると、代替的に、副産物を廃棄のためにカートリッジ１２、１１２
、２１２へ送り戻す。逃がしバルブ２５８を燃料カートリッジに設けて気体の副産物を雰
囲気中に排出してもよい。さらに、副産物室部２５６を省略してもよく、副産物は直接に
ＭＥＡ１６から混合室部２５０へ運ばれる。代替的な実施例では、室部２５０内の破線に
より示されるように、室部２５０を２つの部分に分割してもよい。室部２５０ａは燃料カ
ートリッジからの燃料を受け取るようになっており、室部２５０ｂは副産物を受け取るよ
うになっている。各室部２５０ａおよび２５０ｂは個別にＭＥＡ１６に直接に、または、
ＭＥＡの上流の他の混合室部に結合される。室部２５０ａおよび２５０ｂの各々は個別に
ポンプ、例えばポンプ２６２に結合され、各室部からＭＥＡへの流れが調整されて燃料の
濃度を最適化する。
【００９０】
　制御回路に関していえば、コントローラ１８、１１８は燃料電池を介する流れを制御す
るようにプログラムされている。コントローラ１８、１１８は燃料電池１０内、または、
電子装置１１内に配置され、これは図示のとおりである。コントローラ１８、１１８は燃
料電池１０上に配置されてもよく、また、当該コントローラの機能が電子装置１１の中央
処理装置（ＣＰＵ）またはそのコントローラにより実行されてもよい。上述のとおり、コ
ントローラ１８、１１８は燃料カートリッジ上の情報記憶装置２３、１２３に記憶されて
いる情報を読み出し、この記憶装置に情報を書き込みことができる。電子的に読み出し可
能な燃料ゲージ２６４が燃料カートリッジの表面または内部に配置され残留燃料の量を測
定する。このようなゲージは、本出願人の出願に係る上述の特許出願「燃料カートリッジ
用の燃料ゲージ」に開示されている。コントローラ１８、１１８はまた二要素バルブ２４
に結合され、これによりコントローラはバルブ２４の開閉を制御できる。
【００９１】
　燃料電池１１０内で、コントローラはポンプ１４の情報記憶装置２６６に接続されてお
り、これはポンプについて関連の永久的な情報および書き換え可能な情報を記憶し、これ
についてはすでに述べた。コントローラは流速計２５４にも接続され、コントローラは流
速およびポンプ１４の動作の総時間を読み出し、使用された燃料の容積を決定する。流速
が変わる場合には、容積は可変の流速を時間で積分したものである。この容積を、元の容
積、または、情報記憶装置２３、１２３に記憶されている残留容積情報から差し引いて残
留容積を決定する。コントローラ１８、１１８は、ポンプ１４のポンピング速度、または
、調整バルブ２５２をどのくらい大きく開口させるかをセットして、流速を調整してもよ
い。コントローラをオプションのポンプ２６２に接続しても良く、これは混合室部２５０
からＭＥＡへ燃料または燃料混合物をポンピングして流速を制御する。オプションとして
、バルブ２５２に類似の他の調整バルブをポンプ２６２に接続して流速を調整する。
【００９２】
　コントローラ１８、１１８はＭＥＡ１６の情報記憶装置２６８にも接続され、これはＭ
ＥＡバイポーラ板および他の部品に関す永久の、および書き換え可能な関連情報を記憶す
る。コントローラは濃度センサ２６０にも接続されＭＥＡ中の燃料の濃度を読み出す。コ
ントローラはＭＥＡに供給される燃料を調整して燃料電池の最適な燃料濃度を維持できる
。情報記憶装置２６６および２６８は実質的には上述した情報記憶装置２３および１２３
と類似である。ここで検討したすべての情報記憶装置を結合して１つの情報記憶装置にし
てもよく、また２つまたはそれ以上の情報記憶装置を結合しても良い。
【００９３】
　一実施例によれば、カートリッジ１２、１１２、２１２が流体的にかつ電気的に燃料電
池１０に接続されているとき、または電子装置１１がオンされたとき、コントローラ１８
、１１８はまず情報記憶装置２３、１２３に記憶されている情報を読み出して適切なカー
トリッジが結合され、および／または、適切な燃料が貯蔵されているかどうかを判別する
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。間違った燃料またはカートリッジがある場合には、コントローラはカートリッジをイジ
ェクトし、エラーメッセージを表示し、または、損傷を回避するために電源を落とす。正
しい燃料またはカートリッジがある場合にはコントローラは、上述のとおり、残留燃料容
積および他の情報を読み出し、さらに、ポンプに関する情報記憶装置２６６の情報を読み
出す。コントローラはつぎにポンプにカートリッジから燃料をポンピングするように命令
し、バルブ２５２のオリフィスのサイズを設定する。コントローラは、また、流速計２５
４から流速を読み出し、燃料が調整バルブ２５２を介して流れる時間をフォローし、使用
された燃料の容積および残留燃料の容積を決定する。代替的には、コントローラは燃料ゲ
ージ２６４から残留燃料を読み出しても良い。コントローラは、また、双方の情報源から
残留燃料データを取得して比較しても良い。２つの容積が予め定めた量だけ相互に異なる
場合には、コントローラはセンサを再較正しても良いし、またはエラーメッセージを表示
しても良い。
【００９４】
　コントローラは、また、ＭＥＡ中で反応する燃料の濃度を監視する。ダイレクトメタノ
ール燃料電池では、メタノールの水に対する濃度は重要な要素である。メタノール濃度が
低すぎると、コントローラは混合室部２５０からより多くのメタノール燃料を運ぶ。混合
室部２５０が室部２５０ａのような個別のメタノール室部を有する場合には、コントロー
ラは、より多くの燃料をＭＥＡに運ぶようにポンプに命令する。メタノール濃度が高すぎ
る場合には、コントローラはより多くの水を室部２５０ｂからＭＥＡにポンピングするよ
うにポンプ２６２に命令する。この監視プロセスは電子装置１１が動作している間継続さ
れる。
【００９５】
　コントローラは、また、混合室部２５０が実質的に一杯の場合には、ポンプ１４を停止
できる。コンロローラは、また、動作情報、例えば、電子装置または燃料電池の温度およ
び圧力ならびに燃料電池により生成された電気量を読み出し、情報記憶装置２３、１２３
、２６６または２６８にこの情報を書き込みまたは記録する。好ましくは、動作情報は情
報記憶装置２３、１２３に記録され、電子装置、燃料電池またはカートリッジの製造業者
が、単にカートリッジを抜き取り、取り外すことにより、情報にアクセスできるようにす
る。消費者の使用傾向、エラー情報、システム故障等を記録して良い。
【００９６】
　電子装置がオフしたときに、コントローラは停止手順を実行し、これは流体システム中
の燃料をカートリッジに戻すステップまたは燃料を混合室部２５０にポンピングするステ
ップを含んでよい。そして、コントローラは残留燃料の容積を情報記憶装置２３、１２３
に書き込んでも良い。好ましくは、開始時、コントローラはポンプに命令して混合室部２
５０中の燃料を用いてＭＥＡに燃料供給し電気を生成させる。この際、他のシステムはウ
ォーミングアップ中である。代替的には、電子装置１１が当初はバッテリ（図示しない）
から電流を引き出し、この際に、燃料電池１０が開始処理される。コントローラは、また
、情報記憶装置２３、１２３、２６６または２６８または電子装置１１のどこかに記憶さ
れているホットスワップ手順を、必要に応じて、実行しても良い。
【００９７】
　この発明の他の側面によれば、イオンフィルタおよびイオンセンサが燃料電池１０およ
び／またはカートリッジ１２、１１２、２１２に設けられる。メタノール燃料に関してい
えば、金属イオン粒子が燃料中に存在しても良い。金属イオン粒子は、それを除去しない
場合には、ＭＥＡ１６のプロトン交換膜（ＰＥＭ）にマイグレートし、ＰＥＭを詰まらせ
る。ＰＥＭの効率が悪影響を受け、捕捉イオンが閾値レベルを越えると、その効率が、Ｍ
ＥＡを周期的に取り替え、または、クリーニングしなければならないレベルに到達するか
もしれない。好ましくは、イオンフィルタはイオン導電性ポリマーで製造された媒体を含
む。適切なイオン導電性ポリマーはＤａｖｉｓ，Ｔ．Ａ、Ｇｅｎｄｒｓ，Ｊ．Ｄ．および
Ｐｌｅｔｃｈｅｒ，Ｄ．の”Ｆｉｒｓｔ　Ｃｏｕｒｓｅ　ｉｎ　ＩｏｎＰｅｒｍｅａｂｌ
ｅ　Ｍｅｍｂｒａｎｅｓ”、ｐｐ．３５－５７、および、米国特許第６６３０５１８号に
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説明されており、参照してその内容を組み入れる。これらポリマーは、イオン化可能な基
を含有する官能化されたアルケンで共重合された非置換のアルケンまたはその先駆体、お
よび、重合化されたアルケンおよび事後的に膜に導入されたイオン基を含む。他の適切な
イオン導電性ポリマーはＧｏｒｅｔｅｘ耐天候性材料であり、これは、ポリテトラフルオ
ロエチレン（ＰＴＦＥ）であり、ペルフルオロポリマーを細孔に充填し、ポリビニルフル
オライド（ＰＶＣ）フィルムを２．５％のクロロスルホン酸溶液中で照射したものである
。’５１８特許出願は他の適切なイオン導電性ポリマーを開示し、これには、照射された
後にスルホン化される低浸透性膜が含まれる。適切な膜は、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリ
プロピレン（ＰＰ）、ポリヘキサフルオロプロピレン、ポリクロロトリフルオロエチレン
、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）、ポリビニルフルオライド（ＰＶＦ）、ポリ
ビニリデンフロライド（ＰＶＤＦ）、それらのコポリマーおよびそれらのブレンドを含む
。これらの膜および高浸透性の膜はこの発明に使用できる。
【００９８】
　他の適切なフィルタ媒体は、また、イオン導電性であり、ポリスチレンスルホン酸－ポ
リビニルアルコールコポリマー（ＰＳＳＡ－ＰＶＡ）およびポリスチレンスルホン酸－エ
チレンビニルアルコールコポリマー（ＰＳＳＡ－ＥＶＯＨ）であり、これは米国特許第５
４６０８９６号および同第５４０９７８５号で検討されている。これらの内容は参照して
ここに組み入れる。
【００９９】
　イオンは引き寄せられてイオンフィルタに捕捉される。こうしてイオンを燃料から除去
してＰＥＭの寿命を長くする。さらに、コントローラは燃料中のイオンレベルを読み出し
て、この情報を情報記憶装置２３、１２３に書き込み、これにより、イオンのレベルが重
用できない燃料サプライ１２、１１２、２１２を使用しないようにしても良い。電子装置
がターンオンされたときにはいつでも、または、異なるカートリッジが章着されたときに
、コントローラは燃料中のイオンレベルを検査しても良い。図４を参照すると、一実施例
では、イオンフィルタ２７０がカートリッジのノズル２２の内部に配置されイオンがカー
トリッジから出て行くときにイオンを捕捉する。イオンフィルタは燃料電池１０の内部に
配置しても良い。ただし、フィルタをカートリッジ中に設けた方が、フィルタを容易に交
換できるので、便利である。
【０１００】
　イオンフィルタの媒体は金属捕捉剤（ｓｃａｖｅｎｇｅｒ）で製造しても良い。金属捕
捉剤は、金属を引き寄せ結合する傾向を有する比較的大きな分子である。金属捕捉剤は汚
水処理用途に用いられる凝集剤を含む。凝集剤は典型的には汚水に添加されて自ら金属を
除去する。金属捕捉剤は、燃料に触れたときに、燃料から禁則イオン粒子を除去する。反
応した捕捉剤は比較的大きく、ふるいにより除去でき、また滞留できる。適切な凝集剤は
、ニュージャージー州のパーシパニのＰｌｙ　Ｐｕｒｅ社から入手できるＣｌａｒｉｆｌ
ｏｃ　Ａ－３０２０；オハイオ州のシンシナチのＤｕｂｏｉｓから入手可能なＦｌｏｃｕ
ｌｉｔｅ　４０２；コネチカット州のウェストアベンのＪａｍｅｓｔｏｗｎ　Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌから入手可能なＪ．Ｆｌｏｃｋ　７１１である。凝集剤は、約０．００１重量％～
約０．０１重量％の濃度の希釈溶液として準備される。凝集剤は混合室部２５０および／
または副産物室部２５６で水と混合され金属イオンを捕捉する。好ましくは、フィラーま
たは保持材料をこれら室部の入口に付加して捕捉剤が逸失しないようにする。代替的には
、捕捉剤を、多孔質支持剤、例えば、多孔質のポリプロピレンまたはポリエチレンまたは
開放メッシュ構造に、含浸させてもよい。この含浸多孔質媒体をイオンフィルタ２７０内
のフィルタ媒体として用いても良い。
【０１０１】
　他の金属捕捉剤は、３－（ジエチレントリアミノ）プロピル－官能化シリカゲル、２－
（４－エチレンジアミノ）ベンゼン）エチル－官能化シリカゲル、３－（メルカプト）プ
ロピル－官能化シリカゲル、３－（１－チオウレイド）プロピル－官能化シリカゲルおよ
びトリアミンテトラアセテート－官能化シリカゲルである。これらシリカゲルはＳｉｇｍ
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ａ－Ａｌｄｒｉｃｈ社から入手可能である。
【０１０２】
　他の適切な金属捕捉剤は、生物学の分野で生体液から金属イオンを除去するのに用いる
金属キレート化合物である。好ましい化合物はエチレンジアミンテトラアセテート（ＥＤ
ＴＡ）である。ＥＤＴＡは金属イオンと強固に結合するものとして知られている。ＥＤＴ
Ａをカートリッジ１２、１１２、２１２、混合室部２５０および／または副産物室部２５
６に添加できる。凝集剤と同様に、ＥＤＴＡを多孔質支持剤に含浸させてもよく、またフ
ィルタ材料として用いても良い。
【０１０３】
　イオンセンサ２７２を設けて、フィルタの有効性を確かめ、フィルタの交換時期を決め
る。イオンセンサ２７２は好ましくは図示のとおり燃料電池１０内に、または燃料カート
リッジに配置する。イオンセンサ２７２は燃料に電界を、例えば、燃料を運ぶチューブを
横切るように、またはチューブ内で印可する。この電界は燃料を横切る定電圧または燃料
をとおる定電流を形成する。燃料の電気伝導度は燃料中のイオンの濃度に左右される。電
界は、代替的には、燃料を通す多孔質要素を横切るように、またはその中で印加されても
よい。イオンの個数は、定電圧を燃料を横切るように印加した場合には、燃料を通して流
れる電流に、または、定電流が燃料を流れる場合には、燃料を横切る電圧に比例する。実
時間の測定値を、低イオン燃料の基線測定値と比較してイオンレベルが許容範囲かどうか
を決定する。代替的には、較正曲線すなわちテーブルが、低イオンのレベル、許容できな
いイオンレベルをそれぞれ表す点、およびその間の１または複数の点から導出できる。実
時間の測定値をこの較正曲線と比較して使用中のイオンレベルを確かめることができる。
コントローラ１８、１１８は、図示のとおり、周期的にこの電圧を読み出し、電圧が予め
定められたレベルに到達したときに、コントローラがメッセージまたは他の合図、例えば
視覚的または聴覚的な合図をユーザに出力し、できれば燃料サプライのつぎの詰め替え時
にイオンフィルタが交換されるようにする。
【０１０４】
　図５を参照すると、この発明の他の実施例に従って、充電器３１０を設けてバッテリを
充電するようになっている。充電器３１０はバッテリ駆動電子装置を充電しても良く、こ
れは例えば上述したようなものである。図５に示すように、充電器３１０は実質的に図４
に示される燃料電池１０と同様の部品を有し、カートリッジ１２、１１２、２１２および
コントローラ１８、１１８は充電器３１０の内部にある。充電器３１０の内部のＭＥＡ１
６により生成された電流がコンタクト１１に表れる。この発明の他の実施例では、参照番
号１１は燃料電池により電力供給を受ける負荷すなわち電子装置を指す。同様に、図５に
おいては、参照番号１１は燃料電池が再充電するバッテリ駆動装置と接続するコンタクト
を指す。
【０１０５】
　通常、コンタクト１１は開放電気ループであり、コンタクト１１を通して電気は流れな
い。コンタクト１１がバッテリ駆動同値３２２、３２４状のコンタクト３１２、３１４と
接触すると、ＭＥＡにより生成された電気が再充電電気装置を介して再充電バッテリ３２
０に流れる。コンタクト３１２、３１４はオスまたはメス接続でよい。バッテリ駆動装置
は、これに限定されないが、携帯型電話３２２およびラップトップコンピュータ３２４、
その他の電子装置であり、これは上述したとおりである。バッテリ３２０は電子装置の内
部に保持したままで充電できてもよいし、あるいは電子装置の外部で充電できてもよい。
図５に示すように、充電器３１０は一般的な形状を前提としているが、クレードル型の充
電器（例えば携帯型電話および電力工具用のもの）、ドッキングステーション（例えばラ
ップトップコンピュータ）または慣用的なバッテリの充電器（例えば、「ＡＡ」、「ＡＡ
Ａ」、「Ｄ」サイズのアルカリ再充電バッテリ）、その他であってよい。
【０１０６】
　ここに開示された発明の例示的な実施例がこの発明の目的を達成することは明らかであ
るが、当業者が種々の変形や他の実施例を構成できることは容易に理解できる。さらに、
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任意の実施例の特徴および／または要素を、単独で、または他の実施例の特徴および／ま
たは要素と組み合わせて使用できる。添付の特許請求の範囲は、これらすべての変形例や
実施例を、その趣旨を逸脱することなくカバーすることを意図するものであることは、容
易に理解できる。
　なお、以下に、上述実施例の技術的な特徴を列挙する。
［技術的特徴１］
　燃料を内包する外側ケーシングと、
　上記ケーシングに支持され、暗号化されたデータを復号できるコントローラにより読み
出し可能な暗号化データを記憶する情報記憶装置とを有することを特徴とする燃料電池用
の燃料サプライ。
［技術的特徴２］
　上記データは対称鍵手法により暗号化および復号される技術的特徴１記載の燃料サプラ
イ。
［技術的特徴３］
　上記データは公開鍵手法により暗号化および復号される技術的特徴１記載の燃料サプラ
イ。
［技術的特徴４］
　当該燃料サプライは燃料カートリッジである技術的特徴１記載の燃料サプライ。
［技術的特徴５］
　上記燃料はライナーに含まれ、上記ライナーが上記外側ケーシング内に配置される技術
的特徴１記載の燃料サプライ。
［技術的特徴６］
　上記情報記憶装置は電気的に消去可能なプログラマブルリードオンリーメモリを含む技
術的特徴１記載の燃料サプライ。
［技術的特徴７］
　上記暗号化データは、カートリッジのタイプ、カートリッジが製造された日、カートリ
ッジのロット番号、カートリッジに付与された連続識別番号、情報記憶装置が製造された
日、情報記憶装置のロット番号、情報記憶装置に付与された連続識別番号、カートリッジ
および／または記憶装置用の機械識別番号、カートリッジおよび／または記憶装置が製造
されたシフト（出番時間帯）、カートリッジおよび／または記憶装置が製造された国、カ
ートリッジおよび／または記憶装置が製造された工場を識別するためのファシリティコー
ド、温度、圧力、振動耐性、その他の動作限界、製造に用いた材料、反模倣情報、燃料情
報、知的所有権情報、安全情報、セキュリティパスワード、有効期限日、シャットダウン
シーケンス、ホットスワップ手順、リサイクル情報、反応物質情報、燃料ゲージタイプ、
流体センサ情報、現在の燃料レベル、現在の燃料中のイオンレベル、燃料電池から取り外
した回数、カートリッジを再充填した回数、カートリッジを燃料電池から取り外したとき
の燃料レベル、カートリッジを燃料電池に装着／結合した回数、カートリッジを燃料電池
に結合したときの燃料レベル、保守情報、マーケティング情報、トリガーイベント、燃料
電池の効率、および、燃料電池システムの動作履歴からなるグループから選択されている
技術的特徴１記載の燃料サプライ。
［技術的特徴８］
　燃料電池を内包する外側ケーシングと、
　上記ケーシングにより支持され、現在の燃料中のイオンレベル、カートリッジの振動耐
性、反模倣情報、知的所有権情報、セキュリティパスワード、有効期限日、シャットダウ
ンシーケンス、ホットスワップ手順、燃料ゲージタイプ、および燃料センサ情報からなる
グループから選択されたデータを記憶する情報記憶装置とを有し、
　上記グループの情報はコントローラにより読み出し可能であることを特徴とする燃料電
池用の燃料サプライ。
［技術的特徴９］
　上記情報記憶装置は電気的に消去可能なプログラマブルリードオンリーメモリを含む技
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術的特徴８記載の燃料サプライ。
［技術的特徴１０］
　上記グループの情報は上記電気的に消去可能なプログラマブルリードオンリーメモリの
非消去可能部分に記憶される技術的特徴９記載の燃料サプライ。
［技術的特徴１１］
　上記コントローラは上記燃料電池の内部に配置される技術的特徴８記載の燃料サプライ
。
［技術的特徴１２］
　上記コントローラは、上記燃料電池が電力供給する電子装置の内部に配置される技術的
特徴８記載の燃料サプライ。
［技術的特徴１３］
　上記コントローラは上記情報記憶装置に電気接続により接続される技術的特徴８記載の
燃料サプライ。
［技術的特徴１４］
　上記コントローラは上記情報記憶装置にワイヤレス接続により接続される技術的特徴８
記載の燃料サプライ。
［技術的特徴１５］
　上記燃料サプライは燃料カートリッジを含む技術的特徴８記載の燃料サプライ。
［技術的特徴１６］
　上記燃料はライナーに内包され、上記ライナーは上記外側ケーシングの内部に配置され
る技術的特徴８記載の燃料サプライ。
［技術的特徴１７］
　上記コントローラは上記燃料電池の内部に配置される技術的特徴８記載の燃料サプライ
。
［技術的特徴１８］
　上記コントローラは上記燃料電池が電力供給する電子装置の内部に配置される技術的特
徴１７記載の燃料サプライ。
［技術的特徴１９］
　上記燃料サプライはポンプに接続可能である技術的特徴８記載の燃料サプライ。
［技術的特徴２０］
　上記ポンプは上記燃料電池の内部に配置される技術的特徴１９記載の燃料サプライ。
［技術的特徴２１］
　燃料を内包するケーシングと、
　上記ケーシングに配置され、セキュリティ識別パスワードを含む第１の情報記憶装置と
を有し、
　確認パスワードをアクセス可能なコントローラが、上記セキュリティ識別パスワードを
読み出し、上記確認パスワードと照合し、上記セキュリティ識別パスワードが上記確認パ
スワードと合致したときには上記コントローラが上記燃料サプライの動作を許容し、上記
セキュリティ識別パスワードが上記確認パスワードと合致ないときには上記コントローラ
が上記燃料サプライの動作を禁止することを特徴とする燃料電池用の燃料サプライ。
［技術的特徴２２］
　上記確認パスワードは上記コントローラに記憶されている技術的特徴２１記載の燃料サ
プライ。
［技術的特徴２３］
　上記確認パスワードは上記燃料電池の内部に設けられた第２の情報記憶装置に記憶され
る技術的特徴２１記載の燃料サプライ。
［技術的特徴２４］
　上記確認パスワードは、上記燃料電池へ燃料を運ぶように適合化されたポンプに設けら
れた第２の情報記憶装置に記憶される技術的特徴２１記載の燃料サプライ。
［技術的特徴２５］
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　燃料を内包し、出口を具備するケーシングと、
　上記ケーシングに支持され、第１のデータを含む第１の情報記憶装置と、
　上記出口と液体連通であり、上記第１のデータと異なる第２のデータを含む第２の情報
記憶装置を含む再充填装置とを有することを特徴とする燃料サプライ。
［技術的特徴２６］
　コントローラが第１の情報記憶装置および上記第２の情報記憶装置から読み出しが可能
である技術的特徴２５記載の燃料サプライ。
［技術的特徴２７］
　上記情報記憶装置がホットスワップ手順に関する情報を含む燃料電池に関連する情報記
憶装置。
［技術的特徴２８］
　上記情報記憶装置は上記燃料電池の内部に配置される技術的特徴２７記載の燃料電池に
関連する情報記憶装置。
［技術的特徴２９］
　上記情報記憶装置は、上記燃料電池が電力供給する電子装置の内部に配置される技術的
特徴２７記載の燃料電池に関連する情報記憶装置。
［技術的特徴３０］
　上記情報記憶装置は、上記燃料電池に燃料を供給する燃料サプライの内部に配置される
技術的特徴２７記載の燃料電池に関連する情報記憶装置。
［技術的特徴３１］
　上記ホットスワップ手順は、トリガーのイベントが発生したときに、予め定められたシ
ーケンスに従って、上記情報記憶装置をアクセスするコントローラが、電子装置用の代替
電源へと切り替わり、かつ、燃料を上記燃料電池にポンピングするポンプが停止するよう
に指示するための命令を含む技術的特徴２７記載の燃料電池に関連する情報記憶装置。
［技術的特徴３２］
　上記トリガーのイベントは、上記電子装置が動作しているときに上記燃料電池用の上記
燃料を含む燃料サプライが取り外されることを含む技術的特徴３１記載の燃料電池に関連
する情報記憶装置。
［技術的特徴３３］
　上記代替電源がバッテリを含む技術的特徴３１記載の燃料電池に関連する情報記憶装置
。
［技術的特徴３４］
　上記代替電源が上記燃料電池用の燃料を含む予備燃料室部を含む技術的特徴３１記載の
燃料電池に関連する情報記憶装置。
［技術的特徴３５］
　上記代替電源を使用している間に上記コントローラが上記情報記憶装置に情報を書き込
む技術的特徴３１記載の燃料電池に関連する情報記憶装置。
［技術的特徴３６］
　上記予め定められたシーケンスは、上記代替電源を用いて上記ポンプを駆動して上記燃
料電池と上記燃料電池用の燃料を含む燃料サプライとの間のインタフェースから燃料をポ
ンピングして除去することを含む技術的特徴３１記載の燃料電池に関連する情報記憶装置
。
［技術的特徴３７］
　上記代替電源がバッテリを含む技術的特徴３０記載の燃料電池に関連する情報記憶装置
。
［技術的特徴３８］
　上記代替電源が上記燃料電池用の燃料を含む予備燃料室部を含む技術的特徴３０記載の
燃料電池に関連する情報記憶装置。
［技術的特徴３９］
　上記ホットスワップ手順はセマフォー「ロック」バーブとセマフォー「アンロック」バ
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ーブを含む技術的特徴２７記載の燃料電池に関連する情報記憶装置。
［技術的特徴４０］
　第１の情報記憶装置、燃料調整器、および、膜交換部材を含む燃料電池と動作可能に接
続されたコントローラを有し、
　上記第１の記憶装置は、燃料サプライ上に設けられ、上記燃料サプライに関連する情報
を含み、上記コントローラは上記情報記憶装置に対して読み出しおよび書き込みが可能で
あり、
　上記燃料サプライは上記燃料調整器と液体連通しており、上記燃料調整器は上記燃料電
池と液体連通しており、上記燃料サプライに含まれる燃料が上記燃料電池に運ばれて電気
に変換され、さらに、
　上記燃料調整器は調整バルブを含むことを特徴とする燃料電池システム。
［技術的特徴４１］
　上記燃料サプライの内部圧力は雰囲気圧力より大きい技術的特徴４０記載の燃料電池。
［技術的特徴４２］
　上記燃料調整器はさらに上記調整バルブと液体連通するポンプを有する技術的特徴４０
記載の燃料電池。
［技術的特徴４３］
　上記燃料電池が電力供給を行う電子装置がオンとなるときに、上記コントローラは上記
第１の情報記憶装置から読み出しを行ない、上記燃料サプライが上記燃料サプライと互換
性があるかどうかを確認する技術的特徴４０記載の燃料電池システム。
［技術的特徴４４］
　上記コントローラが上記ポンプに対して燃料を上記燃料サプライからポンピングするよ
うに命令する技術的特徴４３記載の燃料電池システム。
［技術的特徴４５］
　上記コントローラが上記調整器を通じた流速を安定化させる技術的特徴４４記載の燃料
電池システム。
［技術的特徴４６］
　上記コントローラは上記調整バルブ中の開口のサイズをセットして上記流速を安定化さ
せる技術的特徴４５記載の燃料電池システム。
［技術的特徴４７］
　上記コントローラは上記ポンプのレートをセットして上記流速を安定化させる技術的特
徴４５記載の燃料電池システム。
［技術的特徴４８］
　第２の情報記憶装置が上記燃料調整器と関連付けられ、上記燃料調整器に関連する情報
を含み、上記コントローラが上記第２の情報記憶装置から読み出しを行える技術的特徴４
０記載の燃料電池システム。
［技術的特徴４９］
　上記コントローラは上記第２の情報記憶装置に対して書き込みを行える技術的特徴４８
記載の燃料電池システム。
［技術的特徴５０］
　上記コントローラは上記燃料サプライ中の残留燃料を測定する燃料ゲージから読み出し
を行ない、上記残留燃料の容積を上記第１または第２の情報記憶装置に書き込む技術的特
徴４５記載の燃料電池システム。
［技術的特徴５１］
　上記コントローラは、上記燃料調整器を通じて運ばれる燃料の容積を、流速と、上記燃
料調整器を通じて燃料が流れる時間間隔とから確かめる技術的特徴４５記載の燃料電池シ
ステム。
［技術的特徴５２］
　上記コントローラは、上記燃料調整器を通じて運ばれる燃料の容積を用いて上記残留燃
料の容積を確かめ、上記第１または第２の情報記憶装置に書き込む技術的特徴４９記載の
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燃料電池システム。
［技術的特徴５３］
　上記コントローラは流速計から上記流速を読み出す技術的特徴４９記載の燃料電池シス
テム。
［技術的特徴５４］
　上記コントローラは上記燃料電池に動作可能に接続された濃度センサから燃料濃度を読
み出す技術的特徴４５記載の燃料電池システム。
［技術的特徴５５］
　上記コントローラは上記燃料調整器を介する流速を変更して上記燃料濃度を予め定めら
れた範囲に維持する技術的特徴５４記載の燃料電池システム。
［技術的特徴５６］
　さらに混合室部を有し、上記混合室部は、上記燃料調整器を通じて運ばれる燃料と上記
燃料電池の反応により生成される副産物とを含み、上記コントローラは、上記燃料調整器
を通して運ばれる燃料の容積を制御して、上記予め定められた燃料濃度範囲を維持する技
術的特徴５５記載の燃料電池システム。
［技術的特徴５７］
　上記燃料調整器を通して運ばれる燃料を受け取るように適合化した燃料コンパートメン
トと上記燃料電池の反応により生成された副産物を受け取るように適合化した副産物コン
パートメントとをさらに有し、上記コントローラは、上記燃料コンパートメントおよび上
記副産物コンパートメント空上記燃料電池への燃料および副産物の流速を個別に制御して
上記予め定められた燃料濃度範囲を維持する技術的特徴５５記載の燃料電池システム。
［技術的特徴５８］
　上記燃料コンパートメントおよび上記副産物コンパートメントは１の混合室部に含まれ
る技術的特徴５７記載の燃料電池システム。
［技術的特徴５９］
　第３の情報記憶装置が上記燃料電池に関連付けられ、上記燃料電池に関する情報を含み
、上記コントローラが上記第３の情報記憶装置から読み出しを行える技術的特徴４０記載
の燃料電池システム。
［技術的特徴６０］
　上記コントローラは上記第３の情報記憶装置に対して書き込みを行える技術的特徴５９
記載の燃料電池システム。
［技術的特徴６１］
　イオン燃料フィルタをさらに有する技術的特徴４０記載の燃料電池システム。
［技術的特徴６２］
　上記イオン燃料フィルタは上記燃料サプライ上に設けられる技術的特徴６１記載の燃料
電池システム。
［技術的特徴６３］
　上記コントローラが読み出し可能なイオンセンサをさらに有する技術的特徴６１記載の
燃料電池システム。
［技術的特徴６４］
　上記調整バルブは、燃料の流速または圧力が予め定められたレベルを下回るときに不浸
透表面から離間して配置される柔らかな微孔性膜を有し、上記燃料は、上記膜の穴および
上記不浸透表面の少なくとも１つの開口を介して運ばれる技術的特徴４０記載の燃料電池
システム。
［技術的特徴６５］
　燃料の上記速度または圧力が上記予め定められたレベルを超えると、上記柔らかな微孔
性膜が変形して上記膜の少なくとも一部が上記不浸透表面と接触する技術的特徴６４記載
の燃料電池システム。
［技術的特徴６６］
　上記柔らかな微孔性膜が上記調整バルブに固定して取り付けられている技術的特徴６５
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記載の燃料電池システム。
［技術的特徴６７］
　燃料の上記速度または圧力が上記予め定められたレベルを超えると上記柔らかな微孔性
膜が伸びる技術的特徴６６記載の燃料電池システム。
［技術的特徴６８］
　上記不浸透表面は実質的に平坦である技術的特徴６５記載の燃料電池システム。
［技術的特徴６９］
　上記不浸透表面は実質的に平坦でない技術的特徴６５記載の燃料電池システム。
［技術的特徴７０］
　上記不浸透表面はその表面に流れ溝を規定し、上記流れ溝が上記不浸透表面の上記少な
くとも１つの開口と液体連通である技術的特徴６５記載の燃料電池システム。
［技術的特徴７１］
　上記流れ溝は複数の放射状の足部を有する技術的特徴７０記載の燃料電池システム。
［技術的特徴７２］
　上記流れ溝は複数の連結された同心円を有する技術的特徴７０記載の燃料電池システム
。
［技術的特徴７３］
　上記流れ溝は内側に向かった螺旋を有する技術的特徴７０記載の燃料電池システム。
［技術的特徴７４］
　上記調整バルブは上記不浸透表面に複数の開口を有する技術的特徴６５記載の燃料電池
システム。
［技術的特徴７５］
　上記開口の径はそれぞれ異なる技術的特徴７４記載の燃料電池システム。
［技術的特徴７６］
　上記少なくとも１つの開口の下流側にフィラーまたは保持材料が配置される技術的特徴
６５記載の燃料電池システム。
［技術的特徴７７］
　上記少なくとも１つの開口の上流側にフィラーまたは保持材料が配置される技術的特徴
６５記載の燃料電池システム。
［技術的特徴７８］
　上記調整バルブは、上記調整バルブの出口に配置されたシールをさらに有し、燃料が上
記調整バルブを介して運べるようになる前に、上記シールを開けるようにする技術的特徴
６５記載の燃料電池システム。
［技術的特徴７９］
　上記燃料電池により制止された電気をバッテリに再充電する技術的特徴４０記載の燃料
電池システム。
［技術的特徴８０］
　第１の情報記憶装置、燃料調整器、および、膜交換部材を含む燃料電池と動作可能に接
続されたコントローラを有し、
　上記第１の記憶装置は、燃料サプライ上に設けられ、上記燃料サプライに関連する情報
を含み、上記コントローラは上記情報記憶装置に対して読み出しおよび書き込みが可能で
あり、
　上記燃料サプライは上記燃料調整器と液体連通しており、上記燃料調整器は上記燃料電
池と液体連通しており、上記燃料サプライに含まれる燃料が上記燃料電池に運ばれて電気
に変換され、さらに、
　上記電気はバッテリに再充電されることを特徴とする燃料電池システム。
［技術的特徴８１］
　上記バッテリは電子装置の内部に配置される技術的特徴８０記載の燃料電池システム。
［技術的特徴８２］
　上記バッテリは電子装置の外部に配置される技術的特徴８０記載の燃料電池システム。
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［技術的特徴８３］
　上記バッテリは上記燃料サプライ上に配置される技術的特徴８０記載の燃料電池システ
ム。
［技術的特徴８４］
　イオン導電性のポリマーから製造された媒体を有し、当該フィルタを出る燃料の金属イ
オンが当該フィルタに入る燃料の金属イオンより少なく、上記媒体は、照射され、スルホ
ン化されたポリマーを有することを特徴とする燃料電池用のフィルタ。
［技術的特徴８５］
　上記イオン導電性のポリマーは、ポリエチレン（ＰＥ）、ポリプロピレン（ＰＰ）、ポ
リヘキサフルオロプロピレン、ポリクロロトリフルオロエチレン、ポリテトラフルオロエ
チレン（ＰＴＦＥ）、ポリビニルフルオライド（ＰＶＦ）、ポリビニリデンフロライド（
ＰＶＤＦ）、それらのコポリマーおよびそれらのブレンドからなるグループから選択され
る技術的特徴８４記載のフィルタ。
［技術的特徴８６］
　イオン導電性のポリマーから製造された媒体を有し、当該フィルタを出る燃料の金属イ
オンが当該フィルタに入る燃料の金属イオンより少なく、ポリマーは、イオン化可能な基
を含有する官能化されたアルケンで共重合された非置換のアルケンまたはその先駆体、お
よび、重合化されたアルケンおよび事後的に膜に導入されたイオン基を含むことを特徴と
する燃料電池用のフィルタ。
［技術的特徴８７］
　上記イオン導電性のポリマーは、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ）膜有し、上
記膜の孔部にペルフルオロポリマーを充填させている技術的特徴８６記載のフィルタ。
［技術的特徴８８］
　上記イオン導電性のポリマーは、２．５％のクロロスルホン酸溶液中で照射したポリビ
ニルフルオライド（ＰＶＣ）膜を有する技術的特徴８６記載のフィルタ。［技術的特徴８
９］
　イオン導電性のポリマーから製造された媒体を有し、当該フィルタを出る燃料の金属イ
オンが当該フィルタに入る燃料の金属イオンより少なく、上記イオン導電性のポリマーは
、ポリスチレンスルホン酸－ポリビニルアルコールコポリマー（ＰＳＳＡ－ＰＶＡ）およ
びポリスチレンスルホン酸－エチレンビニルアルコールコポリマー（ＰＳＳＡ－ＥＶＯＨ
）からなるグループから選択されることを特徴とする燃料電池用のフィルタ。
［技術的特徴９０］
　金属捕捉剤から製造された媒体を有し、当該フィルタを出る燃料の金属イオンが当該フ
ィルタに入る燃料の金属イオンより少なく、上記金属捕捉剤が金属イオンと結合すること
を特徴とする燃料電池用のフィルタ。
［技術的特徴９１］
　上記金属捕捉剤は凝集剤を有する技術的特徴９０記載のフィルタ。
［技術的特徴９２］
　上記金属捕捉剤はシリカゲルを有する技術的特徴９０記載のフィルタ。
［技術的特徴９３］
　上記シリカゲルは、３－（ジエチレントリアミノ）プロピル－官能化シリカゲル、２－
（４－エチレンジアミノ）ベンゼン）エチル－官能化シリカゲル、３－（メルカプト）プ
ロピル－官能化シリカゲル、３－（１－チオウレイド）プロピル－官能化シリカゲルおよ
びトリアミンテトラアセテート－官能化シリカゲルからなるグループから選択される技術
的特徴９２記載のフィルタ。
［技術的特徴９４］
　上記金属捕捉剤は金属キレート化合物である技術的特徴９０記載のフィルタ。
［技術的特徴９５］
　上記金属キレート化合物はエチレンジアミンテトラアセテート（ＥＤＴＡ）である技術
的特徴９４記載のフィルタ。
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［技術的特徴９６］
　電源および離間する２つのノードを有し、上記電源が上記２つのノードの間に電圧を印
可し、測定対象の燃料が上記ノードの間にあり、上記２つのノードの間で測定された電気
特性が上記燃料中のイオンの量に関連することを特徴とするイオンゲージ。
［技術的特徴９７］
　上記測定された電気特性は、一方のノードから他方のノードへ流れる電流である技術的
特徴９６記載のイオンゲージ。
［技術的特徴９８］
　上記測定された電気特性は、上記２つのノードの間の電圧である技術的特徴９６記載の
イオンゲージ。
［技術的特徴９９］
　電源を提供するステップと、
　燃料が２つのノードの間に配されるように当該２つのノードを配置するステップと、
　上記２つのノードの間に電圧を印可するステップと、
　上記２つのノードの間の電気特性を測定するステップと、
　測定された電気特性を既知の値と比較するステップとを有することを特徴とする燃料中
のイオンレベルを測定する方法。
［技術的特徴１００］
　既知の値は較正曲線またはテーブルを含む技術的特徴９９記載の方法。
［技術的特徴１０１］
　上記測定された電気特性は、一方のノードから他方のノードへ流れる電流である技術的
特徴９９記載の方法。
［技術的特徴１０２］
　上記測定された電気特性は、上記２つのノードの間の電圧である技術的特徴９９記載の
方法。

【符号の説明】
【０１０７】
１０　　　 燃料電池または燃料電池システム
１１　　　 負荷または電子装置（コンタクト）
１２　　　 燃料カートリッジまたは燃料サプライ
１４　　　 ポンプ
１６　　　ＭＥＡ
１７　　　 ハウジング
１８　　　 コントローラ
１９　　　 バッテリ
２１　　　 外側ケーシング
２２　　　 ノズル
２２　　　 出口またはノズル
２３　　　 情報記憶装置
２４　　　 遮断バルブ
２５　　　 外部コネクタ
１１０　　 燃料電池
１１２　　 カートリッジ
１１７　　 ハウジング
１１８　　 コントローラ
１２３　　 情報記憶装置
１３０　　 再充填バルブ
１３２　　 再充填装置
１４０　　 出口
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１４２　　 遮断バルブ
１４４　　 情報記憶装置
１４６　　 パーソナルコンピュータ
２１０　　 燃料電池
２１２　　 カートリッジ
２２１　　 外側ケーシング
２５４　　 流速計
２６４　　 燃料ゲージ
２７０　　 イオンフィルタ
２７２　　 イオンセンサ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７Ｃ】 【図７Ｄ】
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